
選定理由

　 準海浜性のハナバチで、 国内では採集個体数が少ない。

概　 　 要

　 体長はメ スが1 5 －1 7 mm、 オスが1 3 －1 4 mmで、 がっ し り し た体躯

を も つ。 腹部の1 ～4 節背板後縁に白毛帯がある。 名前はこ の特徴に由

来する 。 稀種のため、 生態に関する 知見は皆無に近い。 年1 化性で、 活

動期間は7 月下旬から 9 月中旬までである。 典型的な広食性で、 海浜で

はハマゴウの花でし ばし ば採集さ れる。 営巣地は、 海浜に流れ込む大小

河川脇の切り 通し の砂壁と 推測さ れる。 内陸部でも 、 営巣地は砂壁であ

ろ う 。 国内では、 本州・ 四国・ 九州から 分布記録がある 。 国外では、 旧

大陸にも 産する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大社砂丘（ 出雲市） のほか島根県内の数カ 所の砂丘、 ほかにも 三瓶山

でも 局所的に採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 特異な環境に営巣するので、 こ のよ う な環境の喪失は生息を不可にす

る。

（ 執筆者： 前田　 泰生）

●参考文献

前田泰生・ 北村憲二・ 松本圭司・ 宮永龍一（ 2 0 0 4 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する 研究. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (7 ): 2 7 5 -3 0 3 .
皆木宏明・ 前田泰生・ 北村憲二（ 2 0 0 0 ） 海浜における 送粉生態系の保全に関する研究.  1 . 大社砂丘における訪花昆虫の種類と それら の季節消長. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (4 ): 
1 3 9 -1 6 0 .
宮永龍一・ 清水加那・ 井上く る み（ 2 0 2 2 ） 海浜性植物ハマゴウの訪花ハナバチ相と 周辺環境と の関係について. 中国昆虫, (3 5 ): 1 -9 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 皆木宏明

準絶滅危惧（ N T ）

シロスジコ シブト ハナバチ
ハチ目ミ ツバチ科

Am eg il la  q u ad ri f a scia ta （ Ville rs, 1789）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県中西部において産地が局限さ れる。 かつて広く 分布し ていた県東部

の平野部においても 産地・ 個体数が減少傾向である。

概　 　 要

　 全長4 6 ー5 2 mmのやや小型のサナエト ン ボ。 県内に生息する コ サナ

エ 属3 種の中では最も 大き く 、 また幼虫は腹部先端の第1 0 節がき わめ

て長く 特徴的である 。 羽化は4 月中旬ごろ から 始まり 、 羽化後は周辺の

雑木林などへ分散する。 成熟し た雄は水辺に静止し て縄張り を張る。 産

卵は雌単独で、 水際の草地の上を ホバリ ングし 、 腹端を振り ながら 卵を

ばら まく 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地～丘陵地の開放的でやや水深の深い池沼に生息する が、 内陸部で

はまれと なる。 県東部では比較的普通に見ら れるが、 中西部では産地が

局限さ れる。 隠岐諸島では未記録。

存続を脅かす原因

　 開発などによる 生息池沼の埋め立てや、 休息場所と なる周辺雑木林の

伐採など。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 北山拓

情報不足（ D D ）

オグマサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Trig om ph u s o g u m a i  Asah in a,1949

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, 2 2 , 1 -1 1 6 .
宮本詔子（ 2 0 2 4 ） 益田市と 近隣における コ サナエ属の記録． すかし ば， 7 1 :7 3 -7 5 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .
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選定理由

　 分布西限に近い県中西部では産地が局限さ れる。 また隠岐諸島では島

後の男池周辺のみから 記録さ れているが、近年生息環境が悪化し ており 、

本種隠岐個体群の存続が危ぶまれている。

概　 　 要

　 全長4 0 ー4 6 mmの小型のサナエ ト ン ボ。 県内には、 コ サナエ属4 種

のう ち 、 コ サナエ、 オグマサナエ、 タ ベサナエの3 種が分布するが、 こ

れら 3 種はお互いに酷似し 、 オスでは尾部上付属器、 メ スでは産卵弁の

形状で識別でき る 。 暖かい年には4 月上旬から 羽化が始まり 5 月が最盛

期と なる 。 高標高の地域では7 月まで成虫が見ら れる。 日本特産種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部では、平野部から 山間地まで比較的普通に見ら れるが、県中部・

西部や隠岐（ 島後） では産地が局限さ れる。 大き なため池から 湿地的環

境まで生息するが、 休息場所と なる背後林の存在が必要。

存続を脅かす原因

　 ため池改修等による生息池沼の植生環境等の破壊。 休息場所と なる雑

木林の伐採。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

情報不足（ D D ）

コ サナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Trig om ph u s m e lam p u s ( Selys,1869 )

準絶滅危惧
（ N T）

ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

宮本詔子（ 2 0 2 4 ） 益田市と 近隣における コ サナエ属の記録． すかし ば， 7 1 :7 3 -7 5 .
大浜祥治（ 1 9 8 6 ） 匹見・ 益田周辺における ト ン ボの記録． すかし ば,2 6 :1 -4 .
大浜祥治（ 2 0 0 2 ） 隠岐諸島のト ン ボ相　 補遺． すかし ば,5 0 :1 -3 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,6 :2 1 5 -2 9 0 .

選定理由

　 全国的に減少し ており 、 特に近年、 県内でも 生息地および個体数の減

少が顕著である。

概　 　 要

　 全長4 9 －5 5 mm。 河川中・ 下流域や湖を 中心に生息する 。 中型のサ

ナエト ンボで、 太く 短い独特な体形であるこ と から 見分けは容易。 幼虫

は砂泥底の流水域で生息し 、 ４ 月下旬に羽化が始まる 。 羽化後、 未成熟

個体は周辺の河畔林などで過ごすが、 ５ 月中旬には川岸の石や砂の上で

静止し 、 縄張り を張る成熟し たオスが見ら れる。 メ スは岸辺に静止し て

腹端に卵塊を作っ た後、 水面上に飛び立ち、 打水産卵する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は、 東部に比較的多く 、 中・ 西部では少ない。 斐伊川や

神戸川、 伯太川など比較的流域の大き な河川中・ 下流域あるいは、 その

支流河川で見ら れる。 隠岐諸島での記録はない。

存続を脅かす原因

　 河川改修等によ る河川環境の変化。 未熟期間を過ごす河川周辺の林の

消失。 農薬等によ る水質の汚染。

（ 執筆者： 樋野　 耕一）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 北山拓

情報不足（ D D ）

ホンサナエ
ト ンボ目サナエト ンボ科

Sh ao go m ph u s p o sto cu la ris （ Se lys, 1869）

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

樋野耕一（ 2 0 1 8 ） 2 0 1 7 年に記録し た出雲地方のト ン ボ. すかし ば, (6 5 ): 5 -1 0 .
北山　 拓・ 林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 8 ） 島根県に生息する ト ンボ目の目録と 生態写真集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 2 ), 1 -1 1 6
松木和雄・ 大浜祥治（ 1 9 9 9 ） 島根県宍道湖産ホンサナエ幼虫の背棘・ 側棘数について． すかし ば,(4 7 ):2 3 -2 6 .
大浜祥治・ 祖田　 周・ 淀江賢一郎・ 三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 島根県のト ン ボ相Ⅴ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(6 ):2 1 5 -2 9 0 .

選定理由

　 こ れまでに数例の報告があるが、 個体数や生態等の詳し い把握は十分
でない。

概　 　 要

　 日本産種の体長は、 1 5 －2 5 mm程度のも のが多い。 翅を完全に欠く 。
成虫では黄茶色から 赤茶色である も のが多く 、 付節の各小節に褥盤が発
達する。
　 近年、 北海道産の種において新属が設立さ れるなど、 分類学的な研究
は十分にまと めら れていない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地脊梁部から 標高2 0 0 m以下の山域にかけて 分布が見ら れ、
湿っ た石や倒木の下あるいは礫間から 発見さ れている。 過去には、 ガロ
アムシ G a llo is ia n a  n ip p o n e n s is と し ての記録も ある が、 近年の報告
では成虫が得ら れていないため、 種の同定には至っ ていない。 また、 真
冬から 早春にかけての時期は、 地表近く から 発見さ れており 、 寒冷な時
期には低標高地であっ ても 浅い土中にいるよう である。 一方、 暑い時期
には地中深く にいる も のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 林床の冷涼湿潤な環境で見ら れるこ と から 、 過度の森林伐採等による
乾燥化、 高温化。

（ 執筆者： 小林　 和由）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 白石泰志

情報不足（ D D ）

ガロアムシ類
ガロアムシ目ガロアムシ科

Gry llo b la ttid a e  sp p .

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 8 0 ） 島根県のガロアムシ. すかし ば, (1 4 ): 1 -2 .
小林和由（ 2 0 2 2 ） ガロアムシ科幼虫の採集記録. すかし ば, (6 9 ): 4 4 -4 5 .
町田龍一郎監修・ 日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ） 日本産直翅類標準図鑑. 3 8 4 pp .学研プラ ス, 東京.
N ak aham a , N ., Y a masa k i, T ., K oma za w a , M ., a nd  N a k ano , T . (2 0 2 3 ) In teg ra tiv e  a p p roa ch  c la r ifi es  the  d istinc t ta x onom ic  a ccount o f g ry lob la ttid s en dem ic  to  H ok k a id o , J a p an , 
w ith  a  d escr ip tion  o f tw o new  sp ec ie s (In sec ta , G ry llob la ttode a ). Zoo log ischer An ze ig e r , 3 0 2 : 1 7 -2 7 .
淀江賢一郎（ 1 9 8 4 ） ガロアムシの新産地. すかし ば, (2 2 ): 1 9 .
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選定理由

　 自然度の高い礫浜海岸に生息するハサミ ムシで、 県内での生息地は限

ら れている。

概　 　 要

　 体長1 3 －3 8 mm前後。 背面は黒から 赤褐色まで変異がある 。 また腹

部先端のハサミ も 曲がっ たも のから 直線的なも のまで変異がある。 同所

的にハサミ ムシ（ ハマベハサミ ムシ） が生息し ており 、よく 似ているが、

大型で背面が赤褐色の個体は本種である 可能性が高い。 国内では本州、

四国、 九州、 南西諸島、 国外では朝鮮半島に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県東部およ び隠岐諸島の海岸に生息する。 夜間調査を行えば、 よ

り 広範囲な地点で確認さ れる可能性がある。

存続を脅かす原因

　 自然度の高い礫浜海岸の消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

イ ソ ハサミ ムシ
ハサミ ムシ目ハサミ ムシ科

An iso la b is se iro ku i N ish ikaw a , 2008

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査（ 2 0 0 9 -2 0 1 2年調査のま と め）． ホシ ザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (8 ): 
1 -7 3 .
端山　 武（ 2 0 1 0 ） 島根県出雲市坂浦海岸から のイ ソ ハサミ ムシ（ ハサミ ムシ目ハサミ ムシ科） の記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 3 ） : 1 4 9 -1 5 0 ．
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

選定理由

　 局所的な分布を示すため。

概　 　 要

　 体長約1 0 －2 0 mm。 翅は短く 腹部の中央にと ど く 程度。 発音器がな

いため鳴かな い。 年１ 化で、 成虫は８ ～1 0 月に見ら れる。 卵で 越冬。

河川敷や林縁などのイ ネ科草本に生息する。 国内では本州、四国、九州、

国外では朝鮮半島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部および中部で記録さ れている 。鳴かないために発見が難し いが、

地表が湿っ ている 場所のチガヤ草地などを重点的に探せば、 生息地はさ

ら に見つかると 思われる。

存続を脅かす原因

　 草原の減少。 手を入れないこ と によ る遷移、 特にク ズなどの進入によ

るマント 群落化など。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

カ ヤコ オロギ
バッ タ 目コ オロギ科

Eu scyrtu s jap o n icu s （ Sh iraki, 1930）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

選定理由

　 県内のおも な記録は、 隠岐（ 島前） に限ら れ、 その他地域の生息状況

はほと んど分かっ ていない。

概　 　 要

　 体長約2 0 mm。 触角は体長の5 倍以上。 翅は退化し て痕跡的。 体は赤

褐色で、 腹部背面は各節後縁が黒色のために横縞模様が顕著。 形態はハ

ネナシコ ロ ギスに酷似するが、 ごく 短い翅を持ち、 後脛節背面に特に大

き な棘を有し ない。 樹上性で、 広葉樹などの葉の一部を切り 、 筒状に巻

いて巣を作る。 本州以南、 南西諸島、 台湾に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 西ノ 島町の美田ダムでは、 ダムサイ ト の投光器に誘引さ れる 本種が8

～1 2 月までの間、 連続的に確認さ れている 。 暖帯海岸の照葉樹林に生

息し 、 他県でも 島嶼における多産の報告例がある。

存続を脅かす原因

　 広葉樹を主体と する森林の伐採など生息域の環境悪化。

（ 執筆者： 大浜　 祥治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

情報不足（ D D ）

コ バネコ ロギス
バッ タ 目コ ロギス科

M etrio g ry l la cris m a g n u s （ M atsum u ra  e t Sh iraki, 1908）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

大浜祥治（ 2 0 0 7 ） 2 0 0 6 年隠岐・ 島前で確認し た直翅類． すかし ば， 5 5 ： 5 5 -6 0 .　
大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐・ 島前で確認し た直翅類-第2 報-． すかし ば， 5 7 ： 9 -1 2 .
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選定理由

　 おも な生息地が平地であり 、市街地化に伴っ て生息地が減少し ている。

概　 　 要

　 体長約3 0 －3 5 mm。 体色は淡緑色で、 頭部から 前胸の背面に濃褐色

の太い条がある。 前脚の脛節には鋭い棘がある。 成虫は８ 月上旬から 中

旬にかけて現れ、オスは夜間「 ズイ チョ 、ズイ チョ 」 と せわし なく 鳴く 。

灯火にも よ く 飛来する。 平野部の草原に生息するが、 現在では林地に隣

接し た丈の高い草地で見ら れる 傾向が強く 、 広域に開けた草地ではあま

り 見ら れなく なっ た。 日本固有種で本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布

する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本土域および隠岐諸島で記録さ れている。 平野部に生息するが局地的

である。

存続を脅かす原因

　 平野部における 草原環境の減少。 市街地化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ハタ ケノ ウマオイ
バッ タ 目キリ ギリ ス科

H exacen tru s ja p o n icu s Karny, 1907

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .

選定理由

　 局所的な分布を示すため。

概　 　 要

　 体長約4 0 －5 7 mm。 ト ノ サマバッ タ に似ている が､ 前胸背面が稜線

状に隆起し ､ 後翅に着色はなく ､ 黒色の横帯がある。 ク ルマバッ タ モド

キと は､ 後翅の色のほか､ 前胸を背面から 見たと き にＸ 字上の白色斑紋

を 欠いている こ と で区別でき る 。 成虫は８ ～1 0 月に見ら れる 。 国内は

本州、 四国、 九州、 南西諸島、 国外は東アジア、 東南アジア、 南アジア

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島の尾根沿いにおいて､ 周囲に樹木が生えている 裸地などで確

認さ れている。

存続を脅かす原因

　 植生の遷移。 尾根の生息地は気象条件によっ て小規模な裸地環境が維

持さ れていると 考えら れる。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 樋野耕一

情報不足（ D D ）

ク ルマバッ タ
バッ タ 目バッ タ 科

Gastrim a rg u s m a rm o ra tu s ( Th u nberg , 1815)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 3 ） 出雲市小境町でク ルマバッ タ を撮影． すかし ば, (7 0 ): 7 5 .
林　 成多・ 大浜祥治（ 2 0 1 4 ） 島根県に生息する 直翅目の目録と 生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 1 ): 1 -9 0 .
樋野耕一（ 2 0 1 7 ） 鳶ヶ 巣山山頂でク ルマバッ タ と ショ ウリ ョ ウバッ タ モド キを 採集.すかし ば, (6 4 ): 1 2 -1 3 .
日本直翅学会編（ 2 0 1 6 ）「 日本産直翅類標準図鑑」． 学研．

選定理由

　 水生植物が豊富な池沼に住む中型のミ ズムシで、 全国的に生息環境が

局所的で県内での確認地点は多く ない。

概　 　 要

　 体長7 .2 －9 .1 mm、 丸みのある光沢の強い種である。 淡青黄色に黒色

条斑を も ち、 前胸背には６ －８ 条の黒色帯がある。 本州・ 四国・ 九州、

台湾・ 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息確認地は東部４ 地点、 中･西部各１ カ 所で大部分が平地の溜池で

あっ た。 生息池での成虫発生時期には個体群密度は比較的大き い。 隠岐

諸島では確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 溜池などの止水域の大規模な開発、 水路整備や宅地造成など。 各種排

水の流入や帰化動物の放流。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ミ ヤケミ ズムシ
カ メ ムシ目ミ ズムシ科

Xen o co rixa  vittip en n is （ Horvath , 1879）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .
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選定理由

　 全国的にみても 希少性が高く 、 今世紀初め頃県西部1 カ 所で生息が確

認さ れた。 その後同所での発見がなく 、 生息環境の悪化による絶滅が危

惧さ れる。

概　 　 要

　 体長8 .5 ー1 0 mm前後。 流速があり 、 底に砂や細礫のある 水路や川に

生息する。 近縁種のナベブタ ムシと は腹背腺や前胸背などの特徴で見分

けら れる。 本州西部・ 九州、 国外では朝鮮半島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 9 8 年に益田市匹見町の１ 水路で発見さ れた。 こ の水路はその後の

調査では３ 面コ ン ク リ ート 化さ れ底の細礫がなく なっ ており 、 本種は未

確認。 他地域で生息が確認さ れなければ本県では絶滅し た可能性が大き

い。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 河川・ 水路の改修（ 細礫除去・ 流出）。 溶存酸素

量の減少や泥の堆積。 魚類などの捕食。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 山田学

情報不足（ D D ）

ト ゲナベブタ ムシ
カ メ ムシ目ナベブタ ムシ科

Ap h e lo ch e iru s n aw ae  N aw a, 1905

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

情報不足
（ DD）

●参考文献

市川憲平（ 2 0 1 4 ） コ ン ク リ ート 水路の絶滅危惧種:ト ゲナベブタ ムシの発見から .昆虫と 然,4 9 (2 ):1 9 -2 2 .
尾原和夫（ 2 0 0 8 ） 島根県における ナベブタ ムシ類の分布． ホシザキグリ ーン財団研究報告， (1 1 ): 2 1 1 -2 1 5 .

選定理由

　 生息地が局地的であり 、 希少であるため。

概　 　 要

　 体長2 .3 ー3 .4 mmで、 体は緑褐色で光沢がある。 オスの腹部第８ 節腹

面中央には黒色の毛束から なる突起があり 、 こ れが他種と の区別に用い

ら れる形質である。 ふつう 無翅型であるが、 まれに長翅型が出現する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浮葉植物や抽水植物が豊富な溜池に生息する 。 県内の記録は東部の1

カ 所のみである。 大橋川や中海から の本種の記録はキタ ミ ズカ メ ムシの

誤同定である。

存続を脅かす原因

　 生息環境の悪化と 消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ミ ズカ メ ムシ
カ メ ムシ目ミ ズカ メ ムシ科

M eso ve l ia  v ittig e ra  Ho rváth , 1895

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布域録． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 ): 1 -1 0 4 .

選定理由

　 溜池などの生息地が失われ、全国的に絶滅が危惧さ れている。 隠岐（ 島

後） を含む県内でも 生息の記録がある。

概　 　 要

　 体長1 1 －1 4 mm、 暗褐色から 黒色で、 長翅型と 短翅型がある 。 オス

の腹部７ 節の腹面は縦にく ぼみ長毛がある。 池沼・ 水田などの水際にす

み、 水面を走る。 本州・ 四国・ 九州・ ト カ ラ 諸島、 朝鮮半島・ 中国・ 台

湾に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での記録は灯火採集によるも のが多く 、 近年は確実な生息地は確

認さ れていない。 本種と 同所的に生息する同属のヒ メ イ ト アメ ンボはや

や小型で、 県内全域に記録がある。

存続を脅かす原因

　 水辺の植生破壊、 ３ 面コ ンク リ ート 化、 水質汚濁などの環境悪化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 青木浩

情報不足（ D D ）

イ ト アメ ンボ
カ メ ムシ目イ ト アメ ンボ科

H yd rom etra  a lb o l in ea ta （ Sco tt, 1874）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

川野敬介・ 尾原和夫・ 大木克行・ 吉岡誠人・ 青木新吾・ 林　 成多・ 皆木宏明（ 2 0 1 1 ） 島根県産水生半翅類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 2 ）： 1 0 4 pp .
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選定理由

　 島根県は他産地から 大き く 離れており 、 生物地理学的に興味深く 希少

であるが、 県内の記録がき わめて少なく 生息状況が不明なため。

概　 　 要

　 体長1 1 .5 ー1 4 .6 mm。背面は赤褐色～橙褐色、体側部は銀白色を呈す。

体型は細長く 、 触角は体長の半分程度に達し 、 第1 節が最も 長い。 主な

生息地である 北海道では、 原生的で植生豊富な池沼を 好むが、 島根県内

では開放水面環境で見つかっ ている。 飛翔性の高い長翅単型種で、 春か

ら 秋にかけて飛翔する。 国内では北海道、本州（ 青森県、島根県）、九州（ 対

馬）、 国外ではロシア極東部、 千島列島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部でのみ確認さ れており 、 平野部のため池や山間部の開けた浅い

湿地に生息する。

存続を脅かす原因

　 生息環境の悪化や消失。

（ 執筆者： 森本　 涼介）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 森本涼介

情報不足（ D D ）

セアカ アメ ンボ
カ メ ムシ目アメ ンボ科

Lim n op o ru s g en ita l is ( M iyam oto , 1958) 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

森本涼介（ 2 0 2 0 ） 島根県における セアカ アメ ン ボの追加記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 2 3 ）： 2 8 3 -2 8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ） 日本の水生昆虫． 2 7 5 pp． 文一総合出版， 東京．
中尾史郎（ 2 0 1 9 ） 陸水アメ ン ボ類の保全生物学と 生態工学． 昆虫と 自然， 5 4 （ 7 ）： 5 -9 .
野崎達也・ 大對桂一・ 宇木浩太・ 塚田　 拓（ 2 0 2 4 ） 対馬から 発見さ れたセアカ アメ ン ボ（ カ メ ムシ目： アメ ン ボ科）． 月刊むし ， 6 3 6 ： 1 0 -1 1 .

選定理由

　 地表性で採集が困難な種であり 、 全国的に希種と さ れる。 県内では最

近になっ て生息が確認さ れた。

概　 　 要

　 体長1 0 mm内外、 光沢のある 黒色で、 粗い毛で おおわれて いる。 翅

は短く 革質部は黄褐色で、 膜質部は退化する。 地表の石下で生活する。

分布域は国内では本州・ 四国・ 九州、 国外では朝鮮半島・ 中国・ モンゴ

ル・ 極東ロ シア。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川や高津川の河川水辺の調査では河川敷で少数が記録さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 河川敷の破壊、 ３ 面コ ンク リ ート 化、 水質汚濁などの環境の悪化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

キバネアシブト マキバサシガメ
カ メ ムシ目マキバサシガメ 科

Pro stem m a  kib o rti （ Jakovlev, 1889）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

中村慎吾・ 松田　 賢（ 2 0 0 5 ） 島根県高津川の昆虫類,2 0 0 0 年の調査結果.ホシザキグリ ーン財団研究報告,(8 ):9 9 -1 7 2 .

選定理由

　 暖地の森林に生息する地表性のサシガメ であり 、 分布域は広いが個体

数は少ない。

概　 　 要

　 体長1 1 .5 －1 4 mmで頭部、 前胸背、 小楯板は赤色である。 前翅は黒

色で革質部の前縁と 基部、 中央の横帯は赤色を呈する。 脚も 赤色で、 各

節に黒帯がある。 本州・ 四国・ 九州・ 伊豆諸島・ 小笠原諸島・ 奄美大島・

沖縄本島、 朝鮮半島・ 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 雲南市三刀屋町で戦前の記録があり 、 近年松江市枕木山でも 見つかっ

た。 生息環境はアダチサシガメ と 同様に海岸部の林床と さ れるが、 低山

地の雑木林でも 生息するよう だ。

存続を脅かす原因

　 里山の雑木林の林床の汚染・ 破壊、 廃棄物投棄。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 野津幸夫

情報不足（ D D ）

アシマダラ アカ サシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

H aem ato lo ech a  ru b escen s  D istan t,1883

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

宮武頼夫編（ 1 9 9 6 ）「 青木浩昆虫コ レ ク ショ ン 目録」 .大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第2 8 集
野津幸夫（ 2 0 1 8 ） アシマダラ アカ サシガメ を 枕木山で採集.すかし ば,（ 6 5 ）： 1 1 .
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選定理由

　 日本特産のサシガメ で、県内での生息地は局限さ れ、個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 2 mm内外で、 前胸背後葉、 前翅革質部後縁、 腹部が鮮やかな

紅色である。 山地の草むら で発見さ れ、 朽ち木の樹皮下などで成虫越冬

する。 本州・ 四国・ 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山と 隠岐（ 知夫里島） の２ カ 所で記録がある。 こ れら の二次草原

的な放牧地に生息するも のと 思われる 。

存続を脅かす原因

　 草原の物理的破壊、 火入れなどの過剰な管理、 大気汚染などの環境の

悪化、 植生の遷移。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ク ロバアカ サシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

Lab id o co ris in sig n is D istan t, 1883

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林原毅一郎（ 1 9 9 2 ） 知夫里島のカ メ ムシ類． すかし ば， (3 7 /3 8 ):6 1 -6 3 .
尾原和夫（ 1 9 9 4 ） 三瓶の異翅半翅類．「 三瓶山の昆虫相と その保全」， 2 0 -2 6 .島根昆虫研究会．

選定理由

　 大型のサシガメ 類で、 県内の生息地が局限さ れ、 日本固有種であり 個

体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 3 －1 6 mm、 光沢のない黒色で、 長軟毛を 密生する 。 前胸背の

後半が暗赤色で、その中央は黒色。 コ ナラ 、ク ヌ ギなどの樹上で生活し 、

鱗翅類の幼虫などを捕食する。 本州・ 四国・ 九州・ 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地下部の４ カ 所で記録がある 。 環境の良好な里山のク ヌ ギ・ コ

ナラ の二次林に生息する。

存続を脅かす原因

　 里地の森林伐採、 廃棄物投棄や大気汚染などの環境の悪化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ク ビアカ サシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

Red u viu s h u m era l is （ Sco tt, 1874）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

町田禎之（ 1 9 8 5 ） 匹見町の半翅目． すかし ば，（ 2 3 ):1 -8 .
宮武頼夫編（ 1 9 9 6 ）「 青木浩昆虫コ レ ク ショ ン 目録」 .大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第2 8 集
尾原和夫（ 2 0 0 0 ） 島根県で採集さ れた未公表の異翅半翅類. すかし ば,(4 8 ):3 3 -4 1 .

選定理由

　 近年記載さ れた小型のサシガメ で、 水辺の湿性草原に生息し 個体数は

少ない。 県内では1 9 9 1 年に初発見さ れている が、 その後の記録は少な

い。

概　 　 要

　 体長1 0 m m内外、 赤褐色で体正中部に黒帯がある。 河川や池沼のヨ

シ帯に生息する。 北海道・ 本州・ 九州・ 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 斐伊川水系の下流域の河川敷２ カ 所で記録さ れている。 岸辺のヨ シ帯

で、 小昆虫を 捕食する と 思われる。 同属のキベリ ユミ アシサシガメ は、

県東部の河川敷など発見さ れており 、 形態・ 生態は本種と よ く 似ている。

存続を脅かす原因

　 河川改修などに伴う ヨ シ帯の破壊、 廃棄物投棄や水質汚濁などの環境

悪化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ウデワユミ アシサシガメ
カ メ ムシ目サシガメ 科

Po ly toxu s a rm il la tu s T. Ish ikaw a , 1998

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 篠原隆佑・ 近藤陽介（ 2 0 1 9 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における カ メ ムシ類（ 半翅目） 調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 2 ):1 -1 2 .
尾原和夫（ 2 0 0 0 ） ユミ アシサシガメ 属P o ly tox usの島根県における 記録． すかし ば,(4 8 ):4 2 .
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選定理由

　 海岸砂丘のハマヒ ルガオ群落に特異的に生息するカ メ ムシで、 県内の

生息地は局限さ れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 0 mm内外、 橙赤色の地に頭部、 胸背、 脚、 前翅な ど に黒色の

斑紋がある。 前翅の斑紋には変異がある。 ハマヒ ルガオなどを食草と す

る。 本州・ 四国・ 九州・ 南西諸島、 朝鮮半島・ 中国・ 台湾に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市大社町、 大田市の砂質海岸２ カ 所、 隠岐知夫里島で確認さ れて

いるが、 近年の記録は少ない。

存続を脅かす原因

　 海岸砂丘の浸食・ 後退、 廃棄物堆積や植生の破壊。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ヒ メ マダラ ナガカ メ ムシ
カ メ ムシ目ナガカ メ ムシ科

Grap to ste th u s se rvu s （ Fabriciu s, 1787）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 4 ),1 2 0 pp
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫分布調査Ⅳ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 8 ):1 7 9 -1 9 6 .
尾原和夫（ 1 9 8 8 ） 島根県東部で採集し た陸生カ メ ムシ類（ ２ ） .すかし ば,(2 9 ):7 -9 .

選定理由

　 山地の広葉樹林林縁部で発見さ れるカ メ ムシで、 県内では近年確認さ

れたが、 産地は局地的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長９ －1 1 mm、 黄褐色に多数の黒色点刻を 散布する。 小楯板の先

端には黄白色紋がある。 幼虫・ 成虫と も にミ ツバウツ ギの実を吸収する。

本州・ 四国・ 朝鮮半島に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 奥出雲町上阿井の林道法面のミ ツバウツギで発見さ れた。 ミ ツバウツ

ギは県内ではまれな植物ではないので、 今後生息地はも っ と 見つかると

思われる。

存続を脅かす原因

　 山間部の大規模な開発（ 道路整備や宅地開発） 道路法面の伐採など。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

イ シハラ カ メ ムシ
カ メ ムシ目カ メ ムシ科

Ch a razo n o tu m  ish ih a ra i （ Lin n avu ori, 1961）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

尾原和夫（ 2 0 1 0 ） 珍種イ シハラ カ メ ムシを 奥出雲町で発見.すかし ば,(5 8 ): 1 2 .

選定理由

　 農耕地周辺の水辺の草本群落で発見さ れるカ メ ムシで、 生息地は局限

さ れ個体数も 少ない。暖地系のカ メ ムシで本県は分布の北限と みら れる。

概　 　 要

　 体長1 3 －1 6 mm、 赤紫色を 帯びた黒褐色で、 頭部はシャ ベル状に突

出する。 前胸背の前縁と 側縁に突起があり 、 腹部側縁は鋸歯状と なる。

カ ラ スウリ 、 カ ボチャ 、 キュ ウリ などに見ら れる。 本州・ 四国・ 九州・

ト カ ラ 諸島、 朝鮮半島・ 中国・ 台湾に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平野部数カ 所でのみ確認さ れている。 水辺の地表で生活し 発

見・ 採集が困難な種類である。

存続を脅かす原因

　 水辺周辺の極端な除草や除草剤散布、 水路のコ ンク リ ート 化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

ノ コ ギリ カ メ ムシ
カ メ ムシ目ノ コ ギリ カ メ ムシ科

M eg ym en u m  g ra cil ico rn e  Da lla s, 1851

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 篠原隆佑・ 近藤陽介（ 2 0 1 9 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における カ メ ムシ類（ 半翅目） 調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 2 ):1 -1 2 .
尾原和夫（ 1 9 8 6 ） 島根県東部で採集し た陸生カ メ ムシ類.すかし ば,(2 6 ):5 -1 1 .
尾原和夫（ 2 0 0 2 ） 島根県で採集記録の少ない異翅半翅類について． すかし ば， (5 0 ):7 3 -7 5 .
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選定理由

　 大型のツノ カ メ ムシで、 全国的にも 希少種と さ れ、 県内の生息地は局

限さ れ個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 7 －1 8 mm、 鮮やかな緑色で、 オスの生殖節のハサミ 状突起は

太く 後方に開く 。前胸背の後側縁に顕著な歯状突起がある。イ ヌ ザク ラ 、

ソ メ イ ヨ シノ などのバラ 科木本類に寄生する。 国内では本州・ 四国・ 九

州、 国外では朝鮮半島・ 中国・ シベリ ア東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山の１ カ 所でのみ記録がある。 サク ラ 類をまじ えた環境の良好な

２ 次林に生息する 。

存続を脅かす原因

　 植林などによる 自然林の単層化や林床への廃棄物投棄などの環境の悪

化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大畑純二

情報不足（ D D ）

フ ト ハサミ ツノ カ メ ムシ
カ メ ムシ目ツノ カ メ ムシ科

Acan th o som a cra ssica u d a  Jacovlev, 1880

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

尾原和夫（ 1 9 9 4 ） 三瓶の異翅半翅類．「 三瓶山の昆虫相と その保全」： 2 0 -2 6 ． 島根昆虫研究会．

選定理由

　 中型のツノ カ メ ムシで、 県内の生息地は局限さ れ、 山地の自然度の指

標と なる。

概　 　 要

　 体長1 2 －1 5 mm、 緑褐色で、 前胸背側角は黒く 強く 突出する 。 ミ ズ

キやニワト コ 、 キイ チゴ類などの植物上で見ら れる。 北海道・ 本州・ 四

国・ 九州、 中国・ 南千島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 中国山地と 隠岐（ 島後） に記録がある。 山地の広葉樹をまじ えた環境

の良好な二次林に生息する。

存続を脅かす原因

　 山林の伐採や大気汚染などの環境の悪化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

エゾツノ カ メ ムシ
カ メ ムシ目ツノ カ メ ムシ科

Acan th o som a exp an su m  Ho rvath , 1905

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

町田禎之（ 1 9 8 5 ） 匹見町の半翅目． すかし ば，（ 2 3 ):1 -8 .
尾原和夫（ 2 0 0 0 ） 島根県で採集さ れた未公表の異翅半翅類. すかし ば,(4 8 ):3 3 -4 1 .

選定理由

　 生息地がブナ帯と その周辺に局限さ れ、 本県の西中国山地は本州にお

ける数少ない生息確認地である。

概　 　 要

　 体長は3 4 ー4 0 mmで、 翅端までは4 9 ー5 7 mmである 。 形態、 生態と

も にコ エゾゼミ と よく 似ている。 中胸背のＷ字状紋が太く 、 オスの腹弁

はコ エゾゼミ より 短く 第3 腹板に達し ないので区別でき る。 本州（ 広島、

山口、 島根）・ 四国（ 愛媛、 高知）・ 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本州における分布の中心は西中国山地と 考えら れていたが、 本県では

最近まで確実な生息情報が得ら れていなかっ た。 と こ ろ が2 0 2 5 年8 月、

山口県側の生息地（ 寂地山） から 北西8 k mの安蔵寺山で本種オス成虫

の2 個体が発見さ れた。 こ の地域はブナ・ ミ ズナラ ・ ツ ガなどを 含む自

然林が連続し て残っ ており 本種の確実な生息地と みら れる。 　

存続を脅かす原因

　 開発や温暖化、 環境汚染によるブナ・ ミ ズナラ 林の消失や分断。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 谷山多真代

情報不足（ D D ）

キュ ウシュ ウエゾゼミ
カ メ ムシ目セミ 科

Au ritib ice n  kyu sh yu en sis  ( Kato ,1926 )

情報不足
（ DD）

ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 正美・ 税所康正（ 2 0 1 1 ） 日本産セミ 科図鑑． 2 2 0 pp .誠文堂新光社， 東京.
児島孝宣（ 2 0 2 5 ） 島根県で発見さ れたキュ ウシュ ウエゾゼミ ． CICADA， 3 2 (2 ):3 7 -3 8 .
大木克行（ 2 0 0 0 ） キュ ウシュ ウエゾゼミ を 山口県で採集． CICADA， 1 5 (2 ):2 1 -2 2 .
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選定理由

　 照葉樹を交えた丘陵地の里山に生息する大型のウン カ で、 個体数が少

なく 全国的に希種と さ れる。

概　 　 要

　 体長は６ mm（ 翅端まで1 4 mm） で、 前翅が非常に長く 黒褐色。 頭部

と 触覚は黄色で、 腹端は鮮紅色。 小楯板は大き く 褐色を帯びる。 幼虫は

ウメ の朽木に生えるキノ コ で育つら し い。 本州・ 四国・ 九州、 台湾に分

布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐の島町中谷で近年確認さ れた。 上記の分布域から 、 県本土のあま

り 冷涼でない地域の里山で発見さ れる 可能性はある。

存続を脅かす原因

　 丘陵地の里山の破壊や伐採。 こ れら の地域の長期間の放置による竹林

化。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島田孝

情報不足（ D D ）

シリ アカ ハネナガウンカ
カ メ ムシ目ハネナガウンカ 科

Zo ra id a  h o rish an a  M atsu m u ra , 1914

ー
準絶滅危惧

（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

長谷川仁（ 1 9 6 5 ） シリ アカ ハネナガウン カ .「 原色昆虫百科図鑑」 :3 3 8 .集英社,東京.
尾原和夫（ 2 0 0 6 ） 島根県の半翅類．「 新島根の生物」， 1 8 9 -2 0 2 . 日本生物教育会第6 1 回全国大会事務局.
尾原和夫（ 2 0 2 5 ） 島根県のハゴロ モ型類（ 1 ） .すかし ば,(7 2 ):1 -5 .

選定理由

　 幼虫がアリ の巣に共生すると いう 特異な習性を持つ。 本科、 本属の日

本産の種は１ 種のみで、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長（ 翅端ま で） 1 0 mm、 ふつう のウン カ に比べて 体幅が広い。 体

や前翅は淡褐色で、 暗赤褐色と 赤色の顆粒を散布する。 本州・ 四国・ 九

州から 知ら れる希種で、 幼虫はアリ の巣内で生活する。 越冬成虫は樹皮

下などアリ の巣の周辺で見つかる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の中国山地林縁部の１ カ 所で記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 広葉樹を主体と する自然林の破壊や、 里山の放置による 遷移の進行。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 北村憲二

情報不足（ D D ）

アリ ヅカ ウンカ
カ メ ムシ目アリ ヅカ ウンカ 科

Tettig o m etra  b ip u n cta ta  M atsu m u ra, 1900

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

北村憲二（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の同翅類．「 瑞穂町の昆虫類」： 2 4 -2 6 ． 島根昆虫研究会．
丸山宗利ほか（ 2 0 1 3 ） アリ ヅカ ウン カ ，「 アリ の巣の生き 物図鑑」 ,2 0 8 pp ,東海大学出版会.

選定理由

　 アカ マツやネズなどの針葉樹につく 希種と さ れ、 県内における生息記

録は少なく アカ マツ林の衰退の指標と なる。

概　 　 要

　 体長（ 翅端まで） ８ mm程度のウンカ のなかまである 。 頭部は黄褐色、

体は黒褐色でやや扁平。 前翅の幅は広く 後方に向かっ てやや狭く なる。

前翅の膨出部には白帯がある。 本州と 四国に分布する 。 発生期は６ 月初

旬頃。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部と 隠岐（ 島後） のアカ マツを まじ えた丘陵地で生息が確認さ れ

ている。 他にも 、 やや急峻な丘陵地のアカ マツ林で、 市街化し ていない

地域に生息し ているも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 降水量減少によ る アカ マツ 林の衰退や、 人手不足の結果遷移の進行。

「 松枯れ予防」 と 称する殺虫剤散布。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

カ タ ビロク サビウンカ
カ メ ムシ目マルウンカ 科

I ssu s h a rim en sis  M atsum u ra, 1913

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

尾原和夫（ 2 0 2 5 ） 島根県のハゴロ モ型類（ 1 ） .すかし ば,(7 2 ):1 -5 .
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選定理由

　 本州で分布が確認さ れた南方系の種であり 、 アリ と 共生するなど独特

の生活様式を も つハゴロモ類である。

概　 　 要

　 体長（ 翅端まで） ７ mm程度、 体は扁平で軍配型。 緑色の地に暗黒色

の模様が全体にあり 、 樹皮に似ている。 複眼はよく 発達し 側方に突出す

る。 成虫は各種の広葉樹上に見ら れ、 幼虫は樹皮下や根内のヤマアリ な

どの巣内で生活する。 本州・ 四国・ 九州・ 南西諸島に分布する。 県内で

は1 9 9 9 年に東部低山地で確認さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 成虫は松江市（ 旧宍道町）、雲南市（ 旧木次町）、は浜田市（ 旧弥栄村）、

津和野町（ 旧日原町） の山間の谷沿いの雑木林（ ク リ －コ ナラ 林） で採

集さ れている。

存続を脅かす原因

　 里山周辺の開発に伴う 森林破壊や、 落葉広葉樹の過度な伐採。

（ 執筆者： 尾原　 和夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 尾原和夫

情報不足（ D D ）

キノ カ ワハゴロモ
カ メ ムシ目アオバハゴロモ科

Atra cis fo rm o san a  Jacob i, 1915

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 野崎達也・ 片岡大輔・ 篠原隆佑・ 近藤陽介（ 2 0 1 9 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園における カ メ ムシ類（ 半翅目） 調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(2 2 ):1 -1 2 .
丸山宗利ほか（ 2 0 1 3 ） キノ カ ワハゴロモ,「 アリ の巣の生き 物図鑑」 ,2 0 8 pp ,東海大学出版会.
尾原和夫（ 2 0 2 5 ） 島根県のハゴロ モ型類（ 1 ） .すかし ば,(7 2 ):1 -5 .

選定理由

　 松枯れによ っ て尾根の植生が変化し 、 寄主植物であるシャ シャ ンボの

成育地が減少し ている。

概　 　 要

　 体長約2 .5 mm。翅は透明で顕著な模様はない。寄主はツツジ科のシャ

シャ ンボで、 幼虫は虫えい（ 虫こ ぶ） を形成し ない。 新成虫は６ 月に出

現する。 成虫は羽化後し ばら く すると 寄主から 分散し 、 野外での発見は

困難になる。 日本固有種で、 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の丘陵地で確認さ れている。 隠岐諸島にはシャ シャ ンボが自生

し ているも のの、 こ れまでのと こ ろ 確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 松枯れによる植生の変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

シャ シャ ンボキジラ ミ
カ メ ムシ目キジラ ミ 科

Caco p sy l la  va ccin i i （ M iyatake, 1964）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 宮武頼夫・ 門脇久志（ 2 0 1 1 ） 島根県のキジラ ミ 相． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 4 ): 2 1 3 -2 5 0 ．

選定理由

　 砂質の河原に生息するが生息に適し た環境が減少。

概　 　 要

　 体長1 1 ー1 3 mm。 灰色で鈍い金属光沢がある 。 上翅には細い白色の

斑紋がある。 成虫は春から 秋にかけて出現し 7 ～8 月に多い。 成虫は地

表を俊敏に歩行・ 飛翔し て小昆虫等を捕食し 、 幼虫は土中に掘っ た孔に

身を潜め、 付近を通る小昆虫を 捕食する。 河川敷、 河口など水辺の粘土

質の混じ っ た裸地に見ら れるが、 丘陵地など裸地・ 乾燥し た場所でも 生

息が確認さ れている。 北海道、 本州、 四国、 九州、 南西諸島。 海外では

台湾、 中国、 東南アジアに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部の河川の中・ 下流域。 隠岐諸島で記録がある。 既知産

地で見ら れなく なっ た場所も ある。

存続を脅かす原因

　 大規模な河川改修工事による生息適地の消失、 豪雨によ る生息適地の

環境の変化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 山本正志

情報不足（ D D ）

コ ハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目　 ハンミ ョ ウ科

M yrio ch i le  sp ecu l if e ra   ( Ch evro la t, 1845)

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

三木孝人（ 2 0 2 0 ） 出雲市と 奥出雲町でアイ ヌ ハンミ ョ ウを 採集． すかし ば， 6 8 ： 4 1 -4 3 ．
野津幸夫・ 航平・ 雅陽・ 朔太郎（ 2 0 2 4 ） 松江市本庄町近辺で採集し た興味ある 昆虫　 ～古い標本箱から のノ スタ ルア～． すかし ば， 7 1 ： 8 0 -1 0 4 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば， 5 1 ： 3 4 -3 6 ．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ば， 5 3 ： 3 1 -3 4 ．
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選定理由

　 石礫がある 河川敷が主な生息環境である。 県内の分布も 局所的。

概　 　 要

　 体長1 6 ー1 7 mm。 体色は青緑色を 帯びた鈍い金属光沢。 上翅には太

く はっ き り し た白紋があり 、 青く 光る孔点の列がある 。 成虫は春期に石

礫が多く ある よ う な大型河川の上中流域の河川敷に局所的に出現する。

晴れた日中に活発に歩行、 飛翔し て、 小型の昆虫類を 捕食する。 気温の

低い日、 曇天時は石の下に潜んでいる こ と が観察さ れている。 北海道、

本州、 四国、 九州、 朝鮮半島、 中国、 シベリ ア南東部に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部の大型河川の上中流域の河川敷に生息。 生息地では多

く 見ら れるが、 そのよう な生息地は局所的。 西部地域では比較的多く 採

集さ れていたが、 河川河口改修の影響で良好な生息地が減少し たと こ ろ

も ある。

存続を脅かす原因

　 大規模な河川改修工事による生息適地の消失、 豪雨によ る生息適地の

環境の変化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 板持孝祐

情報不足（ D D ）

アイ ヌ ハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目ハンミ ョ ウ科

Cicin d e la  g em m m a ta  Lew is, 1891

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

三木孝人（ 2 0 2 0 ） 出雲市と 奥出雲町でアイ ヌ ハンミ ョ ウを 採集． すかし ば， 6 7 ： 7 7 ．
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録． すかし ば， 4 7 ： 9 -1 8 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば， 5 1 ： 3 4 -3 6 ．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ば， 5 3 ： 3 1 -3 4 ．

選定理由

　 砂質の河原等を主な生息地であるが、 生息に適し た環境が減少し てい

る。

概　 　 要

　 体長1 1 ー1 3 mm。 体色は緑を 帯びた灰色の金属光沢で 、 上翅には白

い紋があり 、 こ の白紋が上翅端まであるこ と が特徴。 河原の砂地になっ

ている場所の、 砂が乾燥し た場所に見ら れる。 成虫は春から 秋に出現し

7 ～8 月に多い。 成虫は地表を俊敏に歩行・ 飛翔し て小昆虫等を 捕食し 、

幼虫は土中に掘っ た孔に身を潜め付近を通る小昆虫を 捕食する。河川敷、

河口の乾いた粒の小さ な砂地に見ら れるほか、 丘陵地の裸地・ 乾燥地に

も 見ら れる。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部の大型河川の中流域の河川敷に生息。 良好な生息地が

減少し たと こ ろ も ある。

存続を脅かす原因

　 河川の大規模な改修工事等による生息地の消失、 豪雨による生息適地

の環境縮小。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

情報不足（ D D ）

コ ニワハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目ハンミ ョ ウ科

Cicin d e la  tra n sb a ica l ia  Ch au do ir, 1863

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

三木孝人（ 2 0 2 0 ） 出雲市と 奥出雲町でアイ ヌ ハンミ ョ ウを 採集． すかし ば， 6 8 ： 4 1 -4 3 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば， 5 1 ： 3 4 -3 6 ．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ば， 5 3 ： 3 1 -3 4 ．

選定理由

　 全国的にも 生息地が限ら れ少ない種であり 、県内の分布も 限定さ れる。

概　 　 要

　 体長1 0 ー1 2 mm。細長い体型で、体色は黒みを帯びた金属光沢を持つ。

上翅には4 つの白色の斑紋を 持つ。 上翅後半の中央部に赤い紋が出る 型

も ある。 成虫は7 ～8 月に出現する。 飛翔せず素早く 地上を 徘徊し て昆

虫など小動物を捕食する。 幼虫は土中に穴を掘り 中に身を潜めて、 近く

を通る獲物を 待ち伏せて捕食する。 本州、 四国、 九州。 国外では朝鮮半

島、 中国、 シベリ アに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の山地に形成さ れた疎林・ 草地の混じ る環境で初めて確認さ れ

たが、 近年、 森林化によっ て生息適地と さ れる環境が変化し ている。

存続を脅かす原因

　 開発等による生息地の消滅や、 草原、 疎林が植生遷移によっ て森林化

するなど、 生息適地の劣化・ 縮小。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 山本正志

情報不足（ D D ）

ホソ ハンミ ョ ウ
コ ウチュ ウ目ハンミ ョ ウ科

Cylin d era  g raci l is Pa lla s, 1777

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

上野俊一・ 黒澤良彦・ 佐藤正孝編（ 1 9 8 5 ）「 原色日本甲虫図鑑（ Ⅱ）」． 5 1 4 pp ． 保育社．
山本正志（ 2 0 0 5 ） 島根県中部地域（ 江の川流域） における ハンミ ョ ウ類の採集及び観察記録． すかし ば， 5 3 ： 3 1 -3 4 ．

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

219219



選定理由

　 以前は普通種であっ たが、 海岸の開発により 見る機会が減っ ている。

概　 　 要

　 体長1 5 －2 0 mm。 大あごが著し く 発達し 、 体の幅が広く 前胸前角は

突出する。 後翅は退化し こ ん棒状。 海岸の砂地に生息し ており 、 他の昆

虫と の見分けは比較的容易。 夜間に海岸砂地を徘徊すると 見つけら れる

こ と がある。 北海道、本州、四国、九州。 国外では中国、朝鮮半島に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、 出雲市、 大田市、 浜田市、 益田市、 隠岐諸島（ 隠岐の島町、

西ノ 島町）

存続を脅かす原因

　 海岸の開発。

（ 執筆者： 三木　 孝人）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ヒ ョ ウタ ンゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Sca rite s a te rrim u s M o raw itz,1863

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,(1 4 )1 -1 2 0 .
河上康子・ 林　 成多（ 2 0 0 7 ） 日本海沿岸の海浜性甲虫類の研究(2 )島根半島． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 0 )3 7 -7 6 .
河上康子・ 稲畑憲昭（ 2 0 0 1 ） 島根県三隅町田ノ 浦海岸の甲虫調査-オオヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシほかの記録-． N a tu re  stud y ,4 7 (3 )9 -1 0 .
野津　 裕（ 1 9 7 8 ） 島根県の甲虫． すかし ば,(9 )9 -1 2 ．
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 島根県西部地域における ハン ミ ョ ウ類・ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ類の採集およ び観察記録． すかし ば,(5 1 )3 4 -3 6 .

選定理由

　 県内で確認さ れた生息地は局所的で報告数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 8 .5 －2 0 .5 mm。 大型種。 同じTrig o n o g n a th a 属では後翅が退

化し ているも のが多いが、 本種は退化し ていない。 近似種に後翅が退化

し た比較的よ く みら れるアカ ガネオオゴミ ムシがいる 。 本州、 四国、 九

州。 国外では朝鮮半島に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 益田市高津川、 隠岐島前（ 知夫村、 中ノ 島）

存続を脅かす原因

　 不明。

（ 執筆者： 三木　 孝人）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ムラ サキオオゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科　

Trig o n o g n a th a  co rean a  ( Tsch itsch erin e,1895)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 1 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 4 )2 9 9 -3 0 6 .
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 5 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査Ⅳ.ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(1 8 )1 7 9 -1 9 6 .　
中村慎吾・ 羽尻光宏（ 2 0 0 7 ） 島根県高津川の昆虫類,2 0 0 5 年の調査結果． 比和科学博物館研究報告,(4 8 )1 0 3 -2 6 4 .
中村慎吾・ 松田　 賢（ 2 0 0 5 ） 島根県高津川の昆虫類， 2 0 0 0 年の調査結果． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,(8 )9 9 -1 7 2 .

選定理由

　 島根半島が本種の基準標本産地と なっ ているが、 記載さ れて以降に新

たな採集記録がなく 、 情報が不足し ている。

概　 　 要

　 九州中央部、 四国西部、 中国地方西部に分布するラ カ ンメ ク ラ チビゴ

ミ ムシ属の中で秋吉台に分布中心のあるアキヨ シメ ク ラ チビゴミ ムシ亜

属のう ち本種と ミ スミ メ ク ラ チビ ゴミ ムシは島根県に産し 、 他種の分布

域から 離れて飛び石状になっ ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 0 8 年に島根半島西部の廃坑で発見さ れた。 所属亜属の日本海側で

の分布東端で、 ミ スミ メ ク ラ チビゴミ ムシと の間には大き な空白地帯を

挟んでいる。 基準産地には他に2 種のチビ ゴミ ムシが見つかっ ており 、

本種も 周辺の地中に生息し ていると 思われるが特異な分布の理由も 含め

て判断材料が不足し ている。

存続を脅かす原因

　 同属他種の状況から 見ると 安定的な地中環境を好むよう に思われるこ

と から 、 地下水系の変化を引き 起こ す治水などには注意を 要する。

（ 執筆者： 新部　 一太郎）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ノ ツメ ク ラ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Raka n trech u s ( U o zu m itrech u s)  n o tsu i  S . Uen o , 2010

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

U eno , S. (2 0 1 0 ) Occu rrence  o f a  N ew  U o zu m itr e c h u s  (Co leop te ra , Trech in a e ) in  th e  Sh ima ne  Pen in su la , W est J a p a n . E ly tra , 3 8 (1 ): 1 3 1 -1 3 6 .
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選定理由

　 島根県が本種の基準標本産地で、 2 0 1 4 年以降に同地域で行われた地

下生物調査でも 発見さ れておら ず、 記載さ れて以降の情報がない。

概　 　 要

　 体長約2 .5 mm。 体色がアメ 色で後翅が無く 、 無眼と いっ た、 洞窟や

地下に生息する昆虫の特徴をも つ。 九州北部から 瀬戸内に分布するノ コ

メ メ ク ラ チビ ゴミ ムシ属のなかでイ ズモメ ク ラ チビゴミ ムシと と も に日

本海側に産する特異な種である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 0 6 年に江の川沿い（ 江津市） の低標高地で地中の礫層から 見いだ

さ れ、翌年に記載さ れた。 2 カ 所で採集さ れているが以降の記録はない。

おそら く 江の川河口周辺の地中環境に生息し ていると 思われるが絶滅リ

スク を評価するためにはさ ら なる情報が必要である。

存続を脅かす原因

　 情報不足で具体的な危機には言及でき ないが、 江の川河口周辺の大規

模な改変や地中環境に影響する護岸などは脅威と なり 得る 。

（ 執筆者： 新部　 一太郎）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ササジメ ク ラ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Styg io trech u s sa sa j ii　 S. Uen o  et N a ito , 2007　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

U eno , S. a nd  N a ito , T . (2 0 0 7 ) Occu rrence  o f S ty g io tre c h u s  (Co leop te ra , Trech in a e ) on  the  J a p a n  Sea  Sid e  o f W este rn  H onshu , J a p a n . E n t. Rev . J a p a n , 6 2 (1 ): 
1 1 -1 5 .　 　

選定理由

　 島根県は本種の基準標本産地と なっ ている。 県内の記録は少なく 、 詳

し い生息状況は不明。

概　 　 要

　 体長1 5 mm程度。 体色は黒く 光沢がある。 体は細長く 、 本種が属す

るナガゴミ ムシと し ては体が凸型で厚みがある。 前胸背の基部に点刻が

ある。 動物質・ 腐植質の餌を摂食する。 中国地方の他県では、 畦畔にあ

る石の下などから 採集さ れている。 本州の中国地方に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 5 3 年に県西部の冠山で採集さ れている。 その後の記録はなかっ た

が、 近年、 県東部の山地や、 島根半島から 採集さ れている が、 その他の

地域での分布状況は不明である。

存続を脅かす原因

　 生息確認地域においては開発等によ る生息適地の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

マシダナガゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Ptero stich u s m ash id a i  Ish id a,1959

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県産甲虫目録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号， 4 : 1 -1 6 1 .
林　 成多・ 片岡大輔・ 宇木浩太・ 森　 孝之（ 2 0 2 4 ） 大万木山における 甲虫調査（ 2 0 2 1 ・ 2 1 2 2 ）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 2 7 ： 5 5 -8 6 ．

選定理由

　 隠岐（ 島後） から 記載さ れたナガゴミ ムシで隠岐固有種であるが、 原

記載後の記録が少なく 生息状況など詳し い状況は不明である。

概　 　 要

　 体長 1 7 －1 8 mm。 黒色で光沢があり 前胸背はやや長めで 、 匹見から

記載さ れたエサキナガゴミ ムシによく 似るが、 腹部末端節後半があまり

深く 凹まず、 後縁が波曲し ないこ と で区別でき る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） の都万および大満寺山で採集さ れた個体によ り 記載さ れ、

その後大満寺山での採集記録がある。 シダ類が繁茂する山地の林縁や道

路の側溝で採集さ れており 、 やや湿っ た林地が生息域と 考えら れる。 島

前では西ノ 島で記録がある。

存続を脅かす原因

　 生息地域や生態が明ら かでないが、 大規模な伐採などによる林床の乾

燥化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隠岐諸島固有種

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

オキナガゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Ptero stich u s o k ien sis N akan e, 1989

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

三木孝人（ 2 0 2 0 ） オキナガゴミ ムシを隠岐島前で採集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 3 ): 2 7 8 .
中根猛彦（ 1 9 8 9 ） 日本の雑甲虫覚え書． 北九州の昆虫, 3 6 （ 3 ）： 1 4 3 -1 5 2 ．
佐藤陽路樹（ 1 9 9 4 ） 隠岐プロ テ採集報告． プロ テニュ ース,（ 1 0 ）： 4 -5 ．
島田　 孝（ 2 0 0 4 ） 隠岐自然館甲虫標本目録． すかし ば, (5 2 ): 3 3 -4 0 .
Sh im izu , T . a nd  R . N a k a mu ra  (2 0 2 3 ) A  Con tr ib u tion  to  th e  k now led g e  o f g round  b ee tle s (Co leop te ra , Ca ra b id a e ) from  the  Ok i Is la nd s, J a p a n . E ly tra , N ew  
Se rie s , 1 3  (2 ): 1 8 1 -1 8 9 .

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

221221



選定理由

　 河口など の潮間帯に生息する ゴミ ムシで、 日本海側ではまれである。

県内の生息状況は不明な点が多いが、 生息地が限ら れている可能性が高

い。

概　 　 要

　 体長1 .8 －2 .3 mm。 体は扁平で背面は暗い色をし ている。 河川の潮感

域の石下などに生息する。 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布する。 こ

れまでのと こ ろ 本州の日本海側では島根県のみで記録がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 2 0 0 0 年に高津川下流で記録がある。

存続を脅かす原因

　 河口の開発、 特に干潟的な微環境の消失。 河川水の塩分の変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )

情報不足（ D D ）

ウミ ホソ チビゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Pe ri lep tu s m o rim o to i S.Ueno , 1955

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

秋山美文・ 平野幸彦（ 2 0 0 4 ） 比和町立自然科学博物館所蔵の甲虫標本 (5 )． 比和町立自然科学博物館研究報告, 4 3 : 1 1 5 -1 3 1 .
森　 正人（ 2 0 1 0 ） ウミ ホソ チビ ゴミ ムシの兵庫県における 記録と 生態的知見． 月刊むし , 4 7 0 : 4 6 -2 9 .

選定理由

　 潮間帯に生息するミ ズギワゴミ ムシで、 全国的な希少種である。 県内

の生息状況は不明な点が多いが、 限ら れている可能性が高い。

概　 　 要

　 体長5 .0 mm前後。 体は扁平で背面に鈍い青色の金属光沢がある。 海

浜に生息する 。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 国外ではサハリ ン

に分布する。 こ れまでのと こ ろ 本州の日本海側では島根県のみで記録が

ある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部および東部の島根半島の海岸で記録がある。 生息地は、 砂浜上

に礫が堆積するよ う な環境や礫が多い河口である。

存続を脅かす原因

　 海岸の開発、 海岸浸食、 砂浜への自動車や重機の乗り 入れ。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ウミ ミ ズギワゴミ ムシ
コ ウチュ ウ目オサムシ科

Sakag u tia  m a rin a  S.Uen o , 1955

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
端山　 武（ 2 0 1 0 ） 島根県益田市喜阿弥海岸から のウミ ミ ズギワゴミ ムシ（ コ ウチュ ウ目オサムシ科） の記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 3 ） : 1 4 7 -1 4 8 ．

選定理由

　 県内での記録が少なく 、 また生息地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長3 .3 －3 .8 mm。 幼虫はシャ ジク モ類を食べるこ と が知ら れている

が、 県内では確認さ れていない。 生息地は溜池や水田などの止水域であ

るが、 生息場所の条件など生態面で不明な点が多い。 国内では本州、 四

国、 九州、 国外では中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部や隠岐諸島で記録がある。 灯火に飛来し た記録が多く 、 水中か

ら 得ら れた場合でも 少数個体のみ場合が多い。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

マダラ コ ガシラ ミ ズムシ
コ ウチュ ウ目コ ガシラ ミ ズムシ科

H alip lu s sh a rp i Weh n cke, 1880

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
H a y a sh i, M ., T . Iw a ta  a nd  H . Y osh itom i (2 0 2 3 ) Rev is ion  o f th e  fa m ily  H a lip lid a e  (In sec ta , Co leop te ra ) in  J a p a n . Z ook ey s, 1 1 6 8 : 2 6 7 -2 9 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
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選定理由

　 県内での生息地がき わめて限定さ れている。

概　 　 要

　 体長2 .4 －2 .6 mm。 成虫は小型で背面に光沢があり 、 鮮やかな斑紋を

持つ。 水生植物の豊富な止水域に生息する。 国内では本州、四国、九州、

国外では中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部や西部で記録がある 。 1 9 5 0 年代に松江市の市街地で記録さ れ

ていたが、 その後記録は途絶え、 2 0 0 9 年と 2 0 1 8 に県西部で再確認さ

れた。 発見さ れた地点では、 継続し て生息が確認でき ず、 一時的な生息

であっ たと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ムツ ボシツヤコ ツ ブゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目コ ツブゲンゴロウ科

Can th yd ru s p o l itu s （ Sh arp , 1873）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

青木新吾・ 川野敬介（ 2 0 1 0 ） 島根県2 例目と なるムツ ボシツ ヤコ ツ ブゲンゴロ ウの記録.（ 1 3 ）： 8 2 .
林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．

選定理由

　 県内の生息地は局地的である。

概　 　 要

　 日本産の「 マルケシゲン ゴロ ウ」 は未記載種である こ と が判明し た

ため、 2 0 2 2 年に新種と し て記載さ れ、 和名も 変更と なっ た。 体長2 .4

－2 .7 mm前後。 体型は卵形で背面を 微細な点刻と 網目状の印刻が覆う 。

コ マルケシゲンゴロウに似るが、 体長はより 大き く 、 点刻と 網目状印刻

の形状が異なる。 同じ 大き さ のサメ ハダマルケシゲン ゴロウと は前胸腹

板突起の形状で区別でき る。 水生植物の多いため池の浅瀬や放棄水田な

ど、 やや富栄養な水域を おも な生息地と し ている。 本州、 四国、 九州、

対馬、 種子島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 ため池や放棄水田に生息し ている。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

オニギリ マルケシゲンゴロウ
コ ウチュ ウ目ゲンゴロウ科

H yd rova tu s o n ig iri  Watan ab e &  Biströ m , 2022

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
W a ta na be , K ., B is tröm , O . (2 0 2 2 ) A  new  spec ie s  o f th e  g enus  H y d ro v a tu s  M o tschu lsk y  (Co leop te ra : Dy tisc id a e ) from  J a pa n . The  Co leop te r is ts Bu lle tin  7 6 : 
1 1 5 -1 2 1 .

選定理由

　 県内での記録が少なく 、 また生息地での個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 6 －1 8 mmで、 コ ガムシに非常に似た種である が、 脚と 体腹面

が黒いこ と や上翅基部の点刻の違いで容易に区別さ れる。 北海道など寒

冷な地域に多く 分布し 、 一年中水を張っ た休耕田や湿地などの植生が豊

かな水深の浅い水域に選好性を 示す。 国内の分布は北海道、 本州、 九州

で、 国外から は朝鮮半島、 中国、 ロシア極東地域から 記録さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部で確認さ れている。一年中水を 張っ た休耕田や湿地に生息する。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼の開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

エゾコ ガムシ
コ ウチュ ウ目ガムシ科

H yd ro ch ara  l ib e ra （ Sh arp , 1884）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
中島　 淳・ 林　 成多・ 石田和男・ 北野　 忠・ 吉富博之（ 2 0 2 0 ）「 ネイ チャ ーガイ ド 　 日本の水生昆虫」． 文一総合出版．
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選定理由

　 平地性の種であり 、 近年の記録も 多く ない。

概　 　 要

　 体長1 4 －2 5 mm前後。 背面は黒色で上翅に赤色の鮮やかな ４ 斑紋が

ある。 後脛節が曲がるこ と が特徴。 成虫は灯火に飛来する。 国内では本

州、 四国、 九州、 国外では朝鮮半島、 中国、 モンゴルに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県東部の平野部や沿岸部で記録がある 。 宍道湖西岸の宍道湖グ

リ ーン パーク で行っ ている 灯火調査では近年も 飛来が確認さ れている

が、 飛来する頻度や個体数は少ない。

存続を脅かす原因

　 本種の減少原因は不明な点が多い。原野的な環境の減少や農業形態（ 畑

作） の変化によっ て、 生息環境や餌資源が減少し ている可能性がある。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ヤマト モンシデムシ
コ ウチュ ウ目シデムシ科

N icro p h o ru s ja p o n icu s Haro ld , 1877

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 1 ） 宍道湖グリ ーン パーク におけるヤマト モン シデムシの記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 4 ): 3 1 2 .

選定理由

　 自然度の高い礫浜海岸に生息する。 県内の生息状況は不明な点が多い

が、 生息地が限ら れている可能性が高い。

概　 　 要

　 体長4 .6 －5 .6 mm。 体は細長く 、 扁平。 イ ソ ハネカ ク シ属の中ではき

わめて大型で、 潮間帯性のハネカ ク シと し ても 最大級。 海岸に生息し 、

地下数1 0 ㎝程度の潮間帯の礫間に棲む。 2 0 0 6 年に島根県内で 発見さ

れ、 新種と し て記載さ れた。 日本固有種で、 本州、 四国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島の礫浜海岸に生息する。 島根県内ではタ イ プシリ ーズ以降の

記録が無い。

存続を脅かす原因

　 礫浜の開発、 重油などによる水質汚染。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ウマヅラ イ ソ ハネカ ク シ
コ ウチュ ウ目ハネカ ク シ科

H alo rh ad in u s saw ad a i  M aru yam a et H ayash i, 2009

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
Ma ru y a ma , M . a nd  M . H a y a sh i（ 2 0 0 9 ） Desc rip tion  o f th e  in te rtid a l a le ocha r in e  H a lo rh a d in u s  sa w a da i sp . n . from  J a pa n , w ith  no te s  on  the  g enus H a lo rh a d in u s 
Sa w a da , 1 9 7 1 . K o le op te ro lo g ische  Rund scha u , 7 9 : 7 1 -8 2 .
Ono , H . a nd  M . Ma ruy a ma  (2 0 1 4 ) Fiv e  new  spec ie s  o f th e  in te rtid a l g enus H a lo rh a d in u s Sa w a da , 1 9 7 1  (Co leop te ra , Sta phy lin id a e , A le ocha r in a e ) from  J a pa n . 
ESAK IA , (5 4 ): 4 1 -5 0 .

選定理由

　 汽水域に生息する特異なマルハナノ ミ で、 県内での生息地は限ら れて

いる。

概　 　 要

　 体長３ m m前後。 成虫の体は細長い楕円形で、 背面は黄褐色だが翅端

部が黒い。 後肢で飛躍する。 海岸や河口のヨ シ原などに生息する。 日本

固有種で本州、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県東部の大橋川のヨ シ原に生息する。 島根県内には汽水域のヨ シ

原がある場所は限ら れており 、 大橋川はその中でも も っ と も 規模が大き

い。

存続を脅かす原因

　 河川敷や海岸部の改修、 汽水域のヨ シ原の消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 端山武

情報不足（ D D ）

ツマグロマルハナノ ミ
コ ウチュ ウ目マルハナノ ミ 科

Scirtes tsu m ag u ro  M . Sato  et Ch u jo , 1972

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 2 ） 島根県松江市大橋川産のツ マグロ マルハナノ ミ について． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 5 ): 2 4 8 .
林　 成多（ 2 0 1 3 ） 島根県の海岸性甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (9 ): 1 -9 8 .
林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
Y osh ito m i, H .（ 2 0 0 5 ） Sy stem a tic  re v is ion  o f th e  fa m ily  Sc irtid a e  o f J a p a n , w ith  p hy lo g e ny , mo rp ho log y  a nd  b iono m ic s（ In sec ta : Co leop te ra , Sc ir to id e a ） . 
Monog ra ph ic  Se rie s ,（ 3 ） : 1 -2 1 2 . J a p a nese  Soc ie ty  o f Sy stem a tic  En tomo log y .
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選定理由

　 山地渓流の限ら れた微環境に生息するため。

概　 　 要

　 体長3 .8 －4 .9 mm。 山地渓流に生息し 、 幼虫は水生。 山際から 湧水が

染み出し ているよう な場所に生息する。 日本固有種で本州、 四国、 九州

に分布し 、 産地は太平洋側に多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部および隠岐諸島で確認さ れている。頻発する大雨の影響により 、

かつて生息が確認さ れた産地での確認が難し く なっ ている 。

存続を脅かす原因

　 山地渓流の開発。 大規模な土砂災害。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ホソ キマルハナノ ミ
コ ウチュ ウ目マルハナノ ミ 科

Elo d e s e leg an s Yo sh itom i, 1997

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査（ 2 0 0 9 -2 0 1 2年調査のま と め）． ホシ ザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (8 ): 
1 -7 3 .
Y osh itom i, H . (1 9 9 7 ) A  re v is ion  o f th e  J a p a nese  spec ie s  o f th e  g ene ra  E lod es a nd  Sa codes (Co leop te ra , Sc irtid a e ). E ly tra , Tok yo , 2 5 (2 ): 3 4 9 -4 1 7 .

選定理由

　 高標高地のブナ林帯に生息し ているが、 生息域が限定さ れており 、 記

録も 少ない。

概　 　 要

　 体長はオス1 4 ー1 9 mm、 メ ス1 5 ー1 8 mm。 体は黒色。 オスも 大あご

は短く 、 基部と 先端部に歯を 持つ。 成虫は7 ～9 月に出現し 、 倒木上に

見ら れるほか灯火に飛来するこ と が知ら れている。 産卵は含水率の高い

倒木や立ち 枯れに行われ、 幼虫は材を 摂食し 2 年で成熟し て夏に羽化す

る。 羽化後は成虫越冬せず、 すぐ に材から 脱出し て活動し 、 活動を開始

し た成虫は殆ど何も 後食せず、 幼虫の食樹、 産卵場所である倒木上を徘

徊し 、 交尾、 産卵し 、 1 ～数週間で死亡する と いう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の冷温帯林で採集さ れており 、 大木の樹洞下部にたまっ た堆積

物から 、 死骸も 含め多数見つかっ た例がある。 また、 県東部で採集さ れ

た古い記録も 確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林伐採による 生息環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 福井修二

情報不足（ D D ）

オニク ワガタ
コ ウチュ ウ目ク ワガタ ムシ科

Priso m o g n a th u s a n g la ris Waterh ou se , 1874

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 2 0 0 4 ） オニク ワガタ の採集記録． すかし ば， 5 2 :9 .
皆木宏明（ 2 0 2 1 ） 島根県東部で採集さ れたオニク ワガタ （ ク ワガタ ムシ科） の標本記録， 島根県三瓶自然館研究報告， 1 9 ： 1 2 5 .
山田　 学（ 2 0 0 3 ） 匹見町における オオチャ イ ロ ハナムグリ の採集記録． すかし ば， 5 1 ： 1 6 ．

選定理由

　 山地性の種で、 採集記録も 多く ない。

概　 　 要

　 体長オ ス4 ー7 mm、 メ ス4 ー6 mm。 厚みのある 長楕円形で 小さ く 、

一般的なク ワガタ ムシら し く ない体型をし ている。 背面は褐色で黒色の

棍棒状の毛が不規則に叢生にする。 山地の広葉樹林に生息し 、 成虫は早

春から 初夏にかけて出現する。 成虫が餌を摂食するこ と は観察さ れてい

ない。 幼虫は広葉樹の朽木を 摂食し て成長し 、 2 年目の秋に羽化し て材

内で成虫越冬する。 数世代にわたっ て１ 本の朽木内で発生を繰り 返すこ

と も ある。 北海道、 本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部・ 西部の中国山地、 三瓶山周辺、 隠岐の島の冷温帯及び、 それ

より やや標高の低い広葉樹林帯において、 朽木中から 採集さ れるこ と が

多い。

存続を脅かす原因

　 森林伐採や、 道路開設などによる生息域する森林の消失や、 生息地域

の乾燥化などによ る環境悪化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 福井修二

情報不足（ D D ）

マダラ ク ワガタ
コ ウチュ ウ目ク ワガタ ムシ科

Aesa lu s a sia ticu s Lew is, 1883

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録． すかし ば， 4 7 ： 9 -1 8 ．
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惧
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類
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絶
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選定理由

　 平野部から 低山帯で生息するが、 採集記録は少ない。

概　 　 要

　 体長オス1 4 ー3 3 mm、 メ ス1 4 ー2 5 mm。 体は全体黒色で上翅には太

い隆条がある。 主に平野部の雑木林や照葉樹林に生息する 。 成虫は6 ～

1 0 月に出現し 、 ナラ 類の樹液に集まるこ と が知ら れている。 こ のほか、

灯火に飛来するこ と は知ら れている。 産卵はシイ 類の老木の樹洞等で育

ち繭を作っ て蛹化、 秋に羽化し て越冬する。 朽ち木のシロアリ の活動で

生成し たフ レ ーク 質の部分によく 産卵するこ と が知ら れている。 国内で

は本州、 四国、 九州、 国外では台湾、 中国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平野部や、 隠岐での古い採集記録があるが、 近年の記録はな

く 、 生態等は良く わかっ ていない。

存続を脅かす原因

　 樹洞を形成する よう な古い大径木が多く 残存するよう な森林伐採など

生息環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ネブト ク ワガタ
コ ウチュ ウ目ク ワガタ ムシ科

Aeg u s la evico l l is E. Sau n ders, 1854

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志（ 1 9 8 3 ） 隠岐島の昆虫1 0 ． 隠岐島の甲虫類目録 ． すかし ば， 2 0 ： 3 -2 0 ．
高木　 実（ 1 9 7 4 ） 松江のネブト ク ワガタ について． すかし ば， 3 ： 5 ．
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県昆虫文献目録５ ． 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録． すかし ば， 4 3 /4 4 ： 2 7 -4 1 ．
和田　 博（ 1 9 5 0 ） 石見産昆虫目録． 津高生物誌， 1 :3 -2 1 （ 津和野高校生物学会）

選定理由

　 生息密度が低く 、 希少であるため。

概　 　 要

　 体長9 －1 4 mm。 体色は黄赤褐色で光沢があり 、 頭部、 小楯板、 上翅

後方などは黒色。 前頭の中央にオスは小角状突起、メ スは横隆起がある。

成虫は5 ～1 0 月に出現する。 平地の芝生が広がる 公園や河川敷、 山地

の放牧地などで発生する。 古い牛糞などに来集、 灯火にも よく く る。 朝

鮮半島に分布し 、 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 佐渡島、 伊豆諸

島、 壱岐島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の平地および三瓶山の草原で、 おも に灯火で採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 草原の消失。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ムネアカ センチコ ガネ
コ ウチュ ウ目センチコ ガネ科

Bo lb o cero so m a  n ig ro p la g ia tu m （ Waterh ou se, 1875）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 6 3 ） 島根県の昆虫目録Ⅲ鞘翅目(コ ガネムシ科).島根農科大学研究報告,1 2 (A ):2 4 -3 1 .
福井修二（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の鞘翅目.島根昆虫研究会「 三瓶山の昆虫相と その保全」 :3 1 -5 7 .
和泉浩行（ 1 9 8 5 ） 赤来町の鞘翅目[Ⅱ].すかし ば,(2 4 ):5 .
三宅　 登・ 福井修二・ 金子信博・ 片桐成夫（ 1 9 9 0 ） 島根大学農学部付属三瓶演習林の鞘翅目.山陰地域研究(森林資源),(6 ):1 7 5 -1 8 8 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」． 5 1 4 pp． 保育社．

選定理由

　 生息地が局限さ れているため。

概　 　 要

　 体長7 －1 0 mm。 光沢の無い黒色か黒褐色。 オスは、 頭部に長く 反っ

た角があり 、 前胸背板には両側と 平行に縦の隆起があるが、 小型なオス

では目立たない。 メ スの前胸背板には逆Ｕ 字型の隆起がある。 上翅は平

圧さ れる。 成虫は、 6 ～1 0 月に発生する。 山地の日向にある 獣糞に集

まる。 糞下に坑道を 掘り 、詰め込こ んだ糞に産卵する。 朝鮮半島、中国、

台湾、 イ ン ド シナ、 ミ ャ ン マー、 イ ン ド 、 ヒ マラ ヤ、 国内では北海道、

本州、 四国、 九州、 佐渡島、 対馬に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山および県東部の山間地の放牧地で採集さ れている 。

存続を脅かす原因

　 生息地での牧畜形態の変化。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ツノ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科　

Lia to n g u s m in u tu s （ M o tsch u lsky, 1860）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 6 3 ） 島根県の昆虫目録Ⅲ鞘翅目(コ ガネムシ科).島根農科大学研究報告,1 2 (A ):2 4 -3 1 .
福井修二（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の鞘翅目.島根昆虫研究会「 三瓶山の昆虫相と その保全」 :3 1 -5 7 .
野津幸夫（ 1 9 9 0 ） 三瓶山の食糞性コ ガネムシ.すかし ば,(3 3 ):1 7 .
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」 .5 1 4 pp .保育社.
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選定理由

　 県内では、 ホンシュ ウジカ が生息する島根半島出雲北山山系にのみ生

息する。

概　 　 要

　 体長7 －9 mm。 体は黒色で上翅が黄土色。 上翅の中央よ り 下方に黒

帯紋がある。 成虫はおも に3 月下旬から 5 月下旬にかけて出現し 、 秋季

にも 出現する 。 日陰にある新し いシカ の糞に好んで集まり 、 糞内に潜っ

て摂食する。 日本固有種で、 本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は、 シカ の糞に依存し ているので、 出雲北山山系のホンシュ ウジ

カ 生息域にのみ分布する。

存続を脅かす原因

　 シカ の生息域の森林伐採や、 シカ の捕獲などによるシカ の個体数の減

少。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 鈴木謙治

情報不足（ D D ）

ク ロオビマグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Ap h o d iu s（ Acro ssu s） u n i fa scia tu s N o m u ra e t N akan e, 1951

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

児玉洋（ 1 9 8 5 ） 出雲・ 北山のホン シュ ウジカ の糞に集まる 食糞コ ガネ.すかし ば,(2 3 ):1 9 -2 0 .
近重克幸・ 福井修二・ 鈴木謙治・ 山崎克友（ 1 9 8 8 ） 鵜鷺半島・ ホン シュ ウジカ の糞に集まる 食糞性コ ガネムシ.すかし ば,(3 0 ):4 5 -4 8 .
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」 .5 1 4 pp .保育社.

選定理由

　 県内では特定の地域にのみ生息し ており 、 放牧地等の減少に伴い、 絶

滅のおそれがある。

概　 　 要

　 体長8 .0 ー1 2 .5 mm。 光沢があり 、 上翅は黒色～黄褐色。 上翅間室に

は点刻を 散布し 、 側縁が縁取ら れ、 第1 間室基部が隆起する 点で近縁種

のニセオオマグソ コ ガネと 識別さ れる。 国内では北海道、 本州、 四国、

九州に分布し 、 国外では朝鮮半島、 サハリ ン、 シベリ ア東部に分布する。

草地環境や林内に生息し 、 家畜や野生獣の新鮮な糞に飛来する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内での生息地は局所的で、 こ れまでに3 カ 所での記録がある。 また、

近縁種のニセオオマグソ コ ガネと 共に得ら れている採集地も 1 カ 所存在

する。

存続を脅かす原因

　 放牧地、 自然草地の減少。 駆虫剤の影響。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小早川誠

情報不足（ D D ）

オオマグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科　

Ap h od iu s（ Co lo b o p te ru s） q u ad ra tu s Reich e,1847

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 1 9 9 4 ） 三瓶山の昆虫相と その保全（ 5 ） 三瓶山の鞘翅類． 島根県昆虫研究会： 3 1 -5 5 ．
広島県環境県民局自然環境課（ 2 0 2 2 ）「 レ ッ ド データ ブッ ク ひろ し ま2 0 2 1 」6 昆虫類． https://w w w .p re f.h irosh ima .lg .jp/up loa ded/a tta chment/4 7 8 7 7 4 .pd f，（ 2 0 2 5 年1 1 月1 9 日閲覧）
川井信夫・ 堀　 繁久・ 河原正和・ 稲垣政志（ 2 0 0 8 ） 日本産コ ガネムシ上科図説　 第1 巻　 食糞群． 1 9 7 pp． 昆虫文献六本脚， 東京．
木内　 信（ 2 0 0 0 ） 7 月の隠岐で採集し た昆虫． 鰓角通信， 1 ： 4 1 -4 2 ．
小早川誠（ 2 0 2 3 ） 奥出雲町で確認し たマグソ コ ガネ属3 種． すかし ば， 7 0 ： 5 8 -5 9 ．

選定理由

　 県内では特定の地域にのみ生息し ており 、 放牧地等の減少に伴い、 絶

滅のおそれがある。

概　 　 要

　 体長8 .0 ー1 2 .5 mm。 光沢があり 、 上翅は黒色～赤褐色。 上翅間室に

は点刻がなく 、 間室側縁の縁取り を 欠く 点で近縁種のオオマグソ コ ガネ

と 識別さ れる。 国内では本州西部、 四国、 九州、 対馬に分布し 、 国外で

は中国、 朝鮮半島、 東シベリ アに分布する。 放牧地や自然草地などの開

放的環境に生息し 、 新鮮な大型哺乳類等の糞に飛来する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は2 0 2 3 年に県内で初めて記録さ れた種であり 、 こ れまでのと こ

ろ 県東部1 カ 所でのみ生息が確認さ れている 。 また、 採集地では近縁種

のオオマグソ コ ガネと 共に得ら れている。

存続を脅かす原因

　 放牧地、 自然草地の減少。 駆虫剤の影響。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小早川誠

情報不足（ D D ）

ニセオオマグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Ap h o d iu s（ Co lo b o p te ru s） p ro p ra e to r  Ba lth a sar,1932

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

川井信夫・ 堀　 繁久・ 河原正和・ 稲垣政志（ 2 0 0 8 ） 日本産コ ガネムシ上科図説　 第1 巻　 食糞群． 9 6 pp． 昆虫文献六本脚， 東京．
木内　 信（ 2 0 0 0 ） ニセオオマグソ コ ガネ（ 新称） Aphod iu s（ Co lobop te ru s） p rop ra e to r Ba lth a sa rの日本における分布． K OG AN E， 1 ：  4 1 -4 2 ．
小早川誠（ 2 0 2 3 ） 奥出雲町で確認し たマグソ コ ガネ属3 種． すかし ば， 7 0 ： 5 8 -5 9 ．
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https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/478774.pdf


選定理由

　 2 0 2 5 年時点において、 県内での生息地は1 カ 所のみであり 、 絶滅が

危惧さ れる。

概　 　 要

　 体長7 .5 ー9 .4 mm。 暗褐色から 黄褐色の体色を持つ食糞性コ ガネムシ

であり 、 他のマグソ コ ガネと 比較し て動き が敏速なこ と から 容易に識別

さ れる。 初夏から 初秋まで活動し 、 放牧地や林内から 草原まで幅広く 生

息する。 牛糞などに集まり 、 灯火にも 飛来する。 国内では本州、 四国に

分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種については比較的多く の記録がある が、 島根県では2 0 2 3 年に初

めて記録さ れた種であり 、 2 0 2 5 年時点での確実な生息地は県東部の1

カ 所のみである。 県内および中国地方における分布実態の解明と 生息地

の保全が急務である。

存続を脅かす原因

　 放牧地の減少。 畜産形態の変化によ る糞資源の質的・ 量的変化。 駆虫

剤の影響など。

（ 執筆者： 小早川　 誠）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小早川誠

情報不足（ D D ）

ケブカ マグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科　

Ap h od iu s（ Bra ch iap h o d iu s） ecco p tu s  Bates,1889

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

川井信夫・ 堀　 繁久・ 河原正和・ 稲垣政志（ 2 0 0 8 ） 日本産コ ガネムシ上科図説　 第1 巻　 食糞群． 9 6 pp． 昆虫文献六本脚， 東京．
小早川誠（ 2 0 2 3 ） 奥出雲町で確認し たマグソ コ ガネ属3 種． すかし ば， 7 0 ： 5 8 -5 9 ．

選定理由

　 生息密度が低く 希少であるため。

概　 　 要

　 体長5 －6 .5 mm。 体色は黒褐色から 黒色で光沢を 欠く 。 頭頂に4 縦隆

条、 前胸背板に６ 縦隆条、 上翅に各4 縦隆条を そなえる 。 成虫はおも に

5 ～9 月に出現する。 灯火にあつまる。 日本固有種で、 本州、 伊豆諸島、

四国、 九州、 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山北の原の下に位置するスギ人工林や西中国山地東端の二次林で

採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地の森林伐採。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

セスジカ ク マグソ コ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Rhyp a ru s azu m a i N akan e, 1956

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の甲虫類. 島根昆虫研究会「 島根県瑞穂町の昆虫類」 :2 7 -3 7
林長閑編（ 1 9 8 5 ）「 生物大図鑑　 昆虫Ⅱ　 甲虫」 .3 9 9 pp .世界文化社
三宅　 登・ 福井修二・ 金子信博・ 片桐成夫（ 1 9 9 0 ） 島根大学農学部付属三瓶演習林の鞘翅目.山陰地域研究(森林資源),(6 ):1 7 5 -1 8 8 .
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
上野俊一・ 黒沢良彦・ 佐藤正孝（ 1 9 8 9 ）「 原色日本甲虫図鑑(Ⅱ)」 .5 1 4 pp .保育社.

選定理由

　 生息地が局限さ れており 、 また、 生息密度も 少なく 希少であるため。

概　 　 要

　 体長7 －8 mm。 やや卵形でわずかに扁平。 背面は暗褐色から 赤褐色、

腹面は赤褐色、触角は黄褐色。本種は、ナエド コ チャ イ ロコ ガネS.m im ica  

Lew isに近い種と さ れるが、 体型が小さ く て頑丈、 背面の点刻が密で光

沢が鈍いこ と など で区別さ れる。 成虫は5 ～6 月に出現。 林内の低空を

飛翔し て移動する。 隠岐（ 島後） にのみ分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） の山林内に局所的に生息。 灯火に飛来する 。

存続を脅かす原因

　 生息地の山林の伐採。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島田孝

情報不足（ D D ）

オキチャ イ ロコ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Se rica n ia  ka d ow ak ii  N akan e , 1983　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志（ 1 9 8 3 ） 隠岐島の甲虫目録.すかし ば,(2 0 ):3 -2 0 .
N a k a ne  T .（ 1 9 8 3 ） N ew  o r  little -k now n  Co leop te ra  from  J a pa n  a nd  its a d ja cen t Reg ion s ,x x x v i.Fra g .Co leop . P a rs . 3 5 /3 7 :1 4 1 .
高橋寿郎（ 1 9 9 7 ） 隠岐島のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 5 ):4 1 -4 8 .
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選定理由

　 生息密度も 少なく 希少であるため。

概　 　 要

　 8 .5 －1 1 .5 mm。 やや細長い卵形で少し 扁平。 背面は暗褐色から 赤褐

色、 腹面は暗褐色、 脚部は赤褐色、 触角は黄褐色。 背面は光沢がある。

腹面は後胸腹板中央部と 腹節に光沢がある。 中国地方の個体群は、 色彩

が暗く 、 腹節の光沢を欠く 、 頭盾の前縁に沿っ た深い横溝がないなどの

特徴がある。 本州（ 関東地方以西） に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中央部の山林が残る江の川沿いで採集さ れた記録があるが、 詳細は

不明。

存続を脅かす原因

　 生息地の山林の伐採。

特記事項

　 本種は、「 改訂し まねレ ッ ド データ ブ ッ ク 2 0 0 4 」 では、 ヒ バチャ イ

ロ コ ガネSe r ic a n ia  h iro se i Y . M iy a k e  e t N a k a mura , 1 9 9 5 と 記載

し ていたが、 分類学的変更により オオタ ケチャ イ ロコ ガネと し た。

（ 執筆者： 鈴木　 謙治）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

オオタ ケチャ イ ロコ ガネ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Se rica n ia  o h ta ke i Saw ada , 1955　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録.すかし ば,(4 3 /4 4 ):2 7 -4 1 .
Y .M iy a k e  a nd  S.N a k a m u ra (1 9 9 5 )Desc rip iton  o f a  n ew  spec ie s o f g enus Se ric a n ia  p re se rv ed  in  th e  H iw a  Museum  fo r N a tu ra l H isto ry (In sec ta :Co leop te ra :Sca r
a b a e id a e ).H IBAK AG AK U ,(1 6 4 ):9 -1 2

選定理由

　 島根県での生息地域は局地的で、 こ れまでの採集記録も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 5 －2 2 mm。 背面は光沢の無い、 緑色ないし 銅褐色。 前背胸お

よ び上翅に白点紋を散布し 、 上翅には弱い2 本の隆条を も つ。 山地の落

葉広葉樹林に分布する。 成虫は6 ～8 月に出現し て、 林縁部にある 潅木

等の花等に集まる。 メ スは朽木に産卵し 、幼虫はその材を摂食し て育つ。

国内では北海道、 本州、 四国、 九州。 国外ではシベリ ア東部、 朝鮮半島

に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山麓や県西部の中国山地の標高が高く 、 自然の保たれた森林から

記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息域の森林伐採などによる生息環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 福井修二

情報不足（ D D ）

アオアシナガハナムグリ
コ ウチュ ウ目コ ガネムシ科

Aleu ro sticu s su b o p a cu s  ( M otschu lskY’ 1860 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

環境庁編（ 1 9 8 0 ）「 日本の重要な昆虫類・ 中国版」 第２ 回自然環境保全基礎調査．
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
高橋寿郎・ 淀江賢一郎（ 1 9 9 6 ） 島根県昆虫文献目録５ ． 島根県のコ ガネムシに関する 文献目録． すかし ば， 4 3 /4 4 ： 2 7 -4 1 ．

選定理由

　 自然度の高い岩礁海岸に生息する。 県内の生息状況は不明な点が多い

が、 生息地が限ら れている可能性が高い。

概　 　 要

　 体長2 .0 mm前後。 体は楕円形。 背面は黒色で銀色の毛が生えている。

本州、 四国、 九州、 佐渡、 南西諸島に分布する。 成虫は岩礁に生息する。

幼虫は岩礁の岩の隙間に生息し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根半島や石見地方の岩礁海岸に生息する。

存続を脅かす原因

　 岩礁地帯の港湾開発、 重油などによ る水質汚染。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ババチビド ロムシ
コ ウチュ ウ目チビド ロムシ科

M exico  m a sam ii  ( M . Sa to , 2001)

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の海岸に生息する 昆虫. ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 4 ): 1 -1 2 0 .
河上康子・ 林　 成多（ 2 0 0 7 ） 日本海沿岸の海岸性甲虫類の研究（ ２ ） 島根半島． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 0 ): 3 7 -7 6 .
Y o sh ito m i, H . (2 0 1 9 ) Re v iew  o f th e  A s ia n  Th a u ma sto d in a e  (Co le op te ra , B y r rh o id e a , L im n ic h id a e ), w ith  a  p h y lo g e ny  o f th e  g en e ra . E u ro pe a n  J o u rna l o f 
Ta x onomy  5 8 3 : 1 -4 5 .
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選定理由

　 山地渓流の限ら れた条件の環境に生息するため。

概　 　 要

　 体長2 .3 －2 .8 mm。 触角のほと んどの節、 頭部、 前胸背板、 小盾板が

黒色で、 上翅は濃い茶褐色。 雄の触角は鋸歯状で長く 、 体長より 僅かに

短い程度。 日本固有種で本州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部で確認さ れている。 山際から 染み出す湧水によっ て涵養さ れた

湿地状の場所において、 幼虫は落ち葉や石に張り 付いている。

存続を脅かす原因

　 山地渓流の開発、 大規模な水害。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ヒ ゲナガヒ ラ タ ド ロムシ
コ ウチュ ウ目ヒ ラ タ ド ロムシ科

N ip p o n eu b ria  yo sh itom ii  Lee et M . Sato , 1996

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 0 9 ） 日本産ヒ ラ タ ド ロ ムシ科概説． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 2 ): 3 5 -8 5 .

選定理由

　 県内で生息が確認さ れた場所は局所的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 7 －2 8 mｍ。 体色は赤味を 帯びた黒色で金属光沢があり 、 上翅

には縦の隆条と 多数の白色凹陥紋を散布する。 平地から 低山地にかけて

生息する が、 全国的にも 個体数は多く ない。 成虫は5 ～7 月に出現する。

成虫はエノ キの葉を摂食する。 幼虫はエノ キ大木の枯死木や、 生立木の

枯死し た枝部分を摂食するこ と が知ら れている。 材の中で育っ た成虫が

そのまま越冬し ている例が知ら れている。 本州、 四国、 九州。 国外では

中国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部平野部で採集さ れているが、 その場所の環境状況等は不明。

存続を脅かす原因

　 本種の繁殖源と なるエノ キの大木が保残さ れるこ と が必要。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 福井修二

情報不足（ D D ）

ク ロマダラ タ マムシ
コ ウチュ ウ目タ マムシ科

N ip p o n o bu p restis q re rce ti  ( E. Sau n ders, 1873)

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

栗原　 隆・ 吉武　 啓・ 中谷至伸・ 吉松慎一（ 2 0 1 0 ） 農業環境技術研究所報告， 2 7 ： 1 4 1 -1 6 0
黒澤良彦・ 久松定成・ 佐々治寛之編（ 1 9 8 5 ）「 原色日本甲虫図鑑（ Ⅲ）」． 5 0 0 pp． 保育社．
大桃定洋・ 福富宏和（ 2 0 1 3 ）「 日本産タ マムシ大図鑑」 2 0 8 pp .むし 社.

選定理由

　 雲南市大東町で採集さ れ記載さ れた種であるが、 その後の記録がなく

分布など不明である。 基準標本産地であり 再確認し 、 生息環境を明ら か

にする必要がある。

概　 　 要

　 体長4 .0 mm前後。 全体黒色で光沢があり 、 触角・ 上翅肩部は褐色を

帯び、 肢は黄赤色である。 こ の仲間は微小である上に種類が多く 判別が

難し いと さ れる 。本種の生態や国内での分布状況などは不明であっ たが、

鳥取県大山で生息が確認さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種は、 1 9 6 7 年に大東で採集さ れたが、 その後の記録がなく 微小な

種であるため発見し 難く 、 同定が難し いこ と も 一因と 思われる。 原記載

以降には鳥取県大山で生息が確認さ れおり 、 県内でも 再確認の可能性が

高い。

存続を脅かす原因

　 現時点では生息状況が明ら かでなく 不明。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 門脇久志

情報不足（ D D ）

カ ド ワキツヤミ ズギワコ メ ツキ
コ ウチュ ウ目コ メ ツキムシ科

N eoh yp d o n u s kad ow ak ii  Kish ii, 1976

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志（ 2 0 1 4 ） カ ド ワキツ ヤミ ズギワコ メ ツ キ． 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 4 動物編．
K ish ii, T .（ 1 9 9 1 ） N e w  N eg a str iin a e  w ith  some  no te s . Some  new  fo rms o f E la te r id a e  in  J a p a n（ X ） . Bu lle tin  o f th e  H e ia n  H ig h  Schoo l,（ 2 0 ）： 1 7 -4 5 .
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選定理由

　 生息地が局地的で、 移動性が乏し く 、 環境改変によ る影響を受けるた

め。

概　 　 要

　 体長５ ー９ mmで、 複眼が大き く 、 触角は短い。 上翅は全体に黒色で、

前胸背板は大部分が桃赤色で、 中央前方に黒斑がある 。 メ スは後翅が退

化し ていて､体が幅広く ､オスと 体型が大き く 異なる。雌雄と も に発光し 、

閃光的な光を 放つ。 成虫は６ ～７ 月に出現し 、 出現期間は短い。 幼虫は

陸生で貝類などを捕食する。 日本固有種で、 本州、 四国、 九州、 五島列

島に分布する。 体長６ mm前後の小型タ イ プと 体長８ mm前後の大型タ

イ プが知ら れるが、 島根県から は後者のタ イ プし か見つかっ ていない。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島や県全域で確認さ れている 。 スギなどの生えた古い社寺林や

雑木林に生息する 。 林床は湿っ ている こ と が重要である。

存続を脅かす原因

　 森林の減少や林床の乾燥化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ヒ メ ボタ ル
コ ウチュ ウ目ホタ ル科

Lu cio la  p a rvu la  Kiesenw etter, 1874

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

川野敬介・ 皆木宏明（ 2 0 1 2 ） 島根県における ホタ ル類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 5 ）： 2 3 5 -2 4 7 .

選定理由

　 生息地が局地的であり 、 希少であるため。

概　 　 要

　 体長７ mm前後。 オスの触角は鋸歯状。 上翅は全体に鮮やかな赤色で、

周縁と 会合部は黒色、 黒色縦条がある。 前胸背板は茶褐色。 成虫になる

と 発光器が痕跡的で、 ほと んど発光するこ と はない。 幼虫は陸生である

が、 湿地や渓流付近に生息し 、 水中に入っ て淡水貝類を捕食するこ と が

ある。 日本固有種で、 千島列島、 北海道、 本州、 九州、 奄美大島に分布

し ､ 複数の亜種に分けら れている 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の湿地で確認さ れている。 県内では幼虫は未確認である。

存続を脅かす原因

　 湿地などの生息でき る環境の減少。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

スジグロボタ ル
コ ウチュ ウ目ホタ ル科

Pristo lycu s sa g u la tu s  Go rh am , 1883

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

川野敬介・ 皆木宏明（ 2 0 1 2 ） 島根県における ホタ ル類の分布記録. ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 5 ）： 2 3 5 -2 4 7 .

選定理由

　 自然の良く 保たれたブ ナ帯など、 高齢級の広葉樹落葉に生息する が、

中国地方での生息は少なく 、 県内の分布も 局所的。

概　 　 要

　 体長2 0 ー2 7 mm。 き わめて扁平な体型を し ている 。 頭部と 胸部は黒

色、 上翅は鈍いルリ 色をし ている 。 ヒ ラ タ ムシ類は新し く 発生し た倒木

の樹皮下に生息する昆虫類などを捕食する。 他県の報告では、 越冬成虫

は春季に、 新し く 倒れたブナなどの大木の倒木に集まり 、 産卵・ 孵化し

た幼虫は樹皮下で他の昆虫類を 捕食し て生育し 、 秋季には羽化し て成虫

で越冬する 生活環を持つこ と が知ら れている。 北海道、 本州、 四国、 九

州。 海外では中国大陸、 台湾島、 イ ンド 、 ラ オス、 タ イ 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の高齢ブナ林やその周辺域から の記録がある。

存続を脅かす原因

　 生息確認地周辺の冷温帯林で、 高齢級森林の大規模伐採など本種の生

息に適する環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 上野し んご

情報不足（ D D ）

ルリ ヒ ラ タ ムシ
コ ウチュ ウ目ヒ ラ タ ムシ科

Cu cu ju s m n isze ch i Grou velle,1874

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

黒澤良彦・ 久松定成・ 佐々治寛之編（ 1 9 8 5 ）「 原色日本甲虫図鑑（ Ⅲ）」． 5 0 0 pp． 保育社．
山田　 学（ 2 0 0 4 ） 美濃郡匹見町でのヒ ラ タ ムシ類の採集記録． すかし ば， 5 2 ： 1 2 -1 3
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選定理由

　 島根県が本種の基準標本産地と なっ ている。 1 9 5 4 年の採集・ 記載以

降、 本県の生息状況等について十分な調査はなさ れていない。

概　 　 要

　 体長2 ー3 mm。 体は半球形で 全体が光沢のある 黄褐色を し て いる。

良く 似たテン ト ウゴミ ムシダマシより 小型で、 触覚基部が黄褐色である

こ と が区別点。 上翅裏側にある顆粒列が透けて見え、 点刻列のよう に見

えるこ と も 特徴。 海岸に生息する ほか、 内陸部でも 大き な河川の河川敷

で、 枯草の下などいるこ と が記録さ れており 、 また、 集団で成虫越冬し

ている例が報告さ れている。 本州、 九州に分布する。 国外では朝鮮半島

に分布し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 5 4 年に県西部の砂質海岸から 採集さ れて記載さ れた。 本県の記録

は十分な調査はなさ れておら ず、 生息状況等は不明。

存続を脅かす原因

　 開発等による生息確認地の環境の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

キイ ロテント ウゴミ ムシダマシ
コ ウチュ ウ目ゴミ ムシダマシ科

Le io ch ro d es m a sh id a i  N akan e, 1963

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

秋田勝己・ 益本仁雄（ 2 0 1 6 ）「 日本産ゴミ ムシダマシ大図鑑」 3 0 2 pp .むし 社
黒澤良彦・ 久松定成・ 佐々治寛之編（ 1 9 8 5 ）「 原色日本甲虫図鑑（ Ⅲ）」． 5 0 0 pp． 保育社．

選定理由

　 隠岐(島後)から 記載さ れたツ ヤヒ サゴゴミ ムシダマシで隠岐諸島固有

種であるが、 分布など詳し い状況は不明である。

概　 　 要

　 体長1 3 ー1 5 mm前後。 全体がほぼ黒色。 体形は、 やや偏平で細長い

ずん胴型。 背面は滑ら かで光沢がある。 上翅には明暸な条溝があり 、 間

室はやや大き く 密な点刻列がある。 ツヤヒ サゴゴミ ムシダマシ類は、 オ

サムシ類と 同様に後翅が退化し 移動能力が低く 、 と く に島嶼での種の分

化が著し い。 幼虫も 朽ち木を食べて育ち、 成虫は繁殖源である朽ち木に

来ているも のが採集さ れるこ と が多い。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） から 記録さ れているが、 朽木上で採集さ れたと いう 情報

のほかは詳細な生息状況は不明。 島前地域ではこ れまで記録はない。

存続を脅かす原因

　 朽ち木が形成さ れる森林が維持さ れるこ と が必要。 こ のよう な森林の

伐採。 短い周期での森林伐採・ 利用も 生息環境の維持が困難と 思われる。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

隠岐諸島固有種

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島田孝

情報不足（ D D ）

オキツヤヒ サゴゴミ ムシダマシ
コ ウチュ ウ目ゴミ ムシダマシ科

M iso lam p id iu s o k ien sis N akan e , 1983

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

秋田勝己・ 益本仁雄（ 2 0 1 6 ）「 日本産ゴミ ムシダマシ大図鑑」 3 0 2 pp .むし 社.
門脇久志（ 1 9 9 1 ） 隠岐島の昆虫1 5 ． 隠岐島のゴミ ムシダマシ． すかし ば， 3 5 ： 9 -1 4 ．
三木孝人（ 2 0 2 3 ） オキツヤヒ サゴゴミ ムシダマシの採集記録． すかし ば， 7 0 ： 6 5
島田　 孝（ 2 0 0 4 ） 隠岐自然館甲虫標本目録． すかし ば， 5 2 ： 3 3 -4 0 .
吉富博之・ 林　 成多（ 2 0 1 8 ） 隠岐諸島のゴミ ムシダマシ， ホシザキ研究報告， 2 1 ：  6 6 -7 7 .

選定理由

　 シイ 類大径木の残存する照葉樹林に生息するが、 個体数は少ない。

概　 　 要

　 体長2 6 ー3 4 mm。 体は扁平で光沢のある 赤褐色。 成虫は７ ～9 月に

出現する。 夜行性で日中はスダジイ など寄生木の枯死部の隙間などに潜

み、 夜間にこ れら の立枯れ木、 倒木上を徘徊するほか、 灯火にも 飛来す

るこ と が観察さ れている。 関東以西の本州、 四国、 九州。 海外では中国

南西部、 ラ オスに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐及び県東部から 西部の低地から 内陸部にかけて広域での採集記録

があるが個体数は多く ない。 市街地周辺でも 、 灯火に飛来し たも のが得

ら れた例があるが、 こ れは社寺林に寄生樹種の老大木が残存し ているた

めと 思われる。

存続を脅かす原因

　 繁殖に利用する シイ 類の老大木を有する照葉樹林の消失。 また、 貴重

な繁殖木が多い生息場所である社寺林等では支障木、 樹の空洞化等によ

る倒伏危険木と し ての伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ベーツヒ ラ タ カ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Eu ryp o d a  b a te si  Gah an , 1894

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

近木英哉（ 1 9 9 2 ） 江津市でベーツ ヒ ラ タ カ ミ キリ を 採集． すかし ば， 3 7 /3 8 ： 6 6 ．
門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫３ ． 隠岐島のカ ミ キリ ムシ． すかし ば， 7 ： 1 5 -3 8 ．
松田隆嗣（ 2 0 0 9 ） ベーツヒ ラ タ カ ミ キリ の記録， すかし ば， 5 7 ： 3 5 .
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ． すかし ば， 7 1 ： 1 -1 4 ．
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録． すかし ば， 4 7 ： 9 -1 8 ．
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選定理由

　 記録は県西部の山地の一部に限定さ れ、 少ない。

概　 　 要

　 体長は2 0 ー3 0 mm程度。 体色は黒褐色から 黒色。 褐色を 帯びる のは

オスのみ。 触角長さ はオスで体長1 /2 を 優に超え、 メ スで体長の1 /2 以

下。 九州から 北海道に分布。 国外では樺太、 シベリ ア東部、 中国、 朝鮮

半島に分布。 幼虫はモミ など のマツ 類で育ち、 成虫はモミ など の倒木、

立ち枯れなどに集まる。 また、 灯火にも 飛来する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部匹見付近で確認さ れている。 生息地は山地で食樹のモミ 、 ツガ

が点在する。 県内でこ のよう な場所は比較的少ない。 県内の海岸近く の

丘陵地にも モミ は生育するが、 低標高地で同種は確認さ れない。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺の木々の伐採などによる人為的な環境の改変。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

オオク ロカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科　

M eg a sem u m  q u ad rico stu la tu m  Kraatz, 1879　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅰ).3 2 4 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録.すかし ば,(4 7 ):9 -1 8 .
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 島根県昆虫文献目録2 　 島根県のカ ミ キリ ムシに関する 文献目録． すかし ば,(3 0 ): 2 1 -3 8 .

選定理由

　 県内の1 カ 所のみで確認さ れている （ 初確認2 0 2 2 年）。 最近はほと ん

ど見ら れなく なっ た。

概　 　 要

　 体長5 ー1 0 mm程度。 体色は灰色で黒い斑紋がある。 触角長さ は体長

を越えない。 県外では広島、 岡山、 香川、 兵庫、 大阪、 京都、 滋賀、 愛

知、 静岡、 山梨、 長野、 東京などで確認さ れている。 分布はやや局所的

で地域よっ ては少ない。 国外では朝鮮半島に分布。 幼虫の食樹はネズミ

サシ のみ。 成虫は3 ー5 月と 1 0 ー1 2 月に出現し 、 ネズミ サシ の葉な ど

をかじ る。 また、 ネズミ サシの樹皮下などで越冬する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市内の海岸寄り の丘陵部で確認。 在来種の木々の多い雑木林の中

にネズミ サシが点在し ている場所と なっ ている。 ネズミ サシの倒木、 立

ち枯れ、 伐採木などがある場所に集まると 推測さ れる。

存続を脅かす原因

　 食樹のネズミ サシの生育地は県内の沿岸に近い丘陵地や岩場の多い山

地などになるが、 丘陵部の生育地は宅地造成、 工場建設、 道路開発、 農

地への転用、 植林等で減少し ている。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ケブカ マルク ビカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Atim ia  o kayam en sis Hayash i,1972　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅰ).3 2 4 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
氏原靖志（ 2 0 2 3 ） 島根県における ケブカ マルク ビカ ミ キリ の記録.すかし ば,(7 0 ):2 4 -2 5 .
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ .すかし ば,(7 1 ):1 -1 4 .

選定理由

　 本州での分布記録は局限さ れ、 その個体数も 少ないまれな種。 県西部

での一例の採集記録以降、 追加記録が無く 、 生息状況は不明。

概　 　 要

　 体長1 4 －1 8 mm。 体型は細長く 、 体背面はオレ ン ジ色。 成虫は7 ～8

月に出現。 本州での採集記録は少ない。 成虫は晴天時の早朝、 または夕

刻にノ ブド ウの花を好んで集まる ほか、 ノ リ ウツギへの訪花も 記録さ れ

ている。 ハイ ノ キ、 ク ロバイ 、 タ ンナサワフ タ ギが寄主植物と し て知ら

れている。 本州、 四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部において8 月にノ ブド ウに訪花し た個体が採集さ れた採集記録

以降、 追加記録はない。

存続を脅かす原因

　 生息域の開発等による寄主植物を含む森林の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 坂野勇人

情報不足（ D D ）

ク ロソ ン ホソ ハナカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

M in o stra n g a l ia  ku ro so n en sis ( Oh bayash i, 1936 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 ： 1 7 -4 3 ．
中原龍雄（ 1 9 8 8 ） 島根県における ク ロソ ン ホソ ハナカ ミ キリ の記録， 月刊むし ， 2 0 7 ： 3 6 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
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選定理由

　 ブナ帯に生息するが分布は局地的。 全国的にも 生息数は少ない。

概　 　 要

　 体長1 4 ー2 5 mm。 前翅が短小で後翅が露出する 。 体は黒色で、 触角

の第8 ～1 0 節が白黄から 黄褐色を し ている。 オス の上翅は翅端を 除い

て赤黄色。 メ スはほば黒色。 成虫は7 ～8 月に出現し 、 太いミ ズナラ の

立ち枯れ木や、 生立木の枯死部に産卵のために集まる。 繁殖源と なる木

はミ ズナラ のみと さ れており 、幼虫はこ の材を摂食する。 北海道、本州、

四国、 九州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 西中国山地においてミ ズナラ 大木に飛来し た個体が採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 繁殖源であるミ ズナラ 老大木を有する自然度の高い森林が、 伐採によ

る消失や、生息息の環境が悪化するこ と 。 ブナ科樹木萎凋病（ ナラ 枯れ）

被害拡大によるミ ズナラ の急激な減少。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ヒ ゲシロホソ コ バネカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

N ecyd a l is o d a i Hayash i, 1951

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.

選定理由

　 全国的に近年の報告が激減し ており 、 県内でも その傾向がある。 一方

で、ある地域では継続的な発見があるこ と から 情報の収集が必要である。

概　 　 要

　 体長8 ー1 4 mm。 日本では北海道から 南西諸島にかけて分布する。 暗

赤色で、 上翅にある 黄白色の4 つの円紋が特徴である が、 それら が前後

で連続する 個体も いる。 成虫の出現期は5 ー8 月。 昼夜活動し 、 ク リ な

どの花に集まり 、 また灯火にも 飛来する。 幼虫は各種広葉樹の枝・ 材部

に寄生する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 近年で は、 雲南市において2 0 2 2 年およ び2 0 2 4 年のいずれも 6 月に

灯火に飛来し た個体を 確認し ている（ 未発表）。 こ のこ と から 、 生息環

境が整えば個体数の回復にと も ない、発見報告が増えるも のと 思われる。

存続を脅かす原因

　 激減の原因ははっ き り と 分かっ ていないが、 本種の繁殖には乾燥木材

が必要であり 、 薪原料と し て一定の伐採がさ れなく なっ たこ と が関係し

ている可能性がある。

（ 執筆者： 小林　 和由）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )
撮影者（ 提供者）： 小林和由

情報不足（ D D ）

ヨ ツボシカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Sten yg rin u m  q u ad rin o ta tu m  Bates, 1873

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

小松　 貴（ 2 0 1 8 ） 絶滅危惧の地味な虫たち . 3 1 8 pp . 筑摩書房, 東京.
大林延夫・ 新里達也編著（ 2 0 0 7 ） 日本産カ ミ キリ ムシ. 8 1 8 pp . 東海大学出版会, 神奈川.

選定理由

　 本州での分布は局所的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長8 ー1 1 mm。 体色は黒色で鈍い光沢がある。 上翅は短く 、 腹部背

面の4 分の1 程度を 覆い、 後翅が露出する。 脚には長い毛がある。 暖帯

から 温帯林に生息し 、 成虫は6 ～8 月に出現し てク リ 、 ノ リ ウツ ギ等の

花に集まる。 幼虫の食樹と し てク マノ ミ ズキ、 タ ブ ノ キが知ら れて お

り 、 他県の観察では、 ク マノ ミ ズキの新し い立ち枯れ木に多数の本種が

集まっ たこ と が記録さ れている。 本州、 四国、 九州、 国外では朝鮮半島

に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の山林でリ ョ ウブの花で採集さ れた1 例の後、 記録がなかっ た

が、 近年、 三瓶山麓においてク マノ ミ ズキに訪花し ていた個体の追加記

録があっ た。

存続を脅かす原因

　 発生木を含む生息域の森林伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ク ロサワヒ メ コ バネカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Ep an ia  sep tem trin a l l is Hayash i, 1968

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

平田信夫（ 1 9 9 0 ） 昭和2 0 年代の島根県のカ ミ キリ ムシ目録． すかし ば， 3 4 ： 1 -1 1 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ． すかし ば， 7 1 ： 1 -1 4 ．
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選定理由

　 県内の数ヵ 所で確認さ ているが少ない。 南方系の種で本州では局所的

な分布と なっ ている。

概　 　 要

　 本種は国内に4 亜種が生息し 、 県内ではその中の1 亜種が確認さ れて

いる。 体長は1 0 mm弱。 後脚の腿節の一部が著し く 太い。 背面はオス

がほぼ黒色、 メ スが前胸背板（ 首） と 上翅付け根付近が黄褐色。 触角長

さ は体長を 越えない。 本亜種は屋久島付近の島々から 九州、 四国、 本州

の中部以西にかけて分布する 。 先島諸島、 沖縄、 奄美大島には別の3 亜

種が生息する。 また、 台湾に基亜種が生息する。 幼虫はカ ゴノ キなどの

ク スノ キ類で育ち 、 成虫はリ ョ ウブなどの花に集まる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息地は江津市、 邑南町、 川本町の各１ カ 所で、 互いに比較的近い位

置と なる。 すべてカ ゴノ キ枯れ枝から 羽脱し たも のが確認さ れている。

カ ゴノ キなどの混生する照葉樹の多い所で、適度に湿気が保たれている。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺の木々の伐採や乾燥化。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ニッ ポンモモブト コ バネカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

M erio n o ed a( Ocyta sia ) fo rm o san a sep ten trio n a lis Tam u  &  Tsu kam oto ,1952

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅱ).4 0 7 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
氏原靖志（ 2 0 2 0 ） 島根県中部,東部カ ゴノ キ生育地のカ ミ キリ .すかし ば,(6 7 ):4 7 -5 0 .
氏原靖志（ 2 0 2 1 ） 島根県中部,東部カ ゴノ キ生育地のカ ミ キリ Ⅱ.すかし ば,(6 8 ):3 5 -3 9 .
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ,すかし ば.(7 1 ):1 -1 4 .

選定理由

　 本州以北での採集記録は少なく 、 島根県での分布は局地的。

概　 　 要

　 体長1 3 ー2 6 m。 体は細長く 、 頭部と 胸部は褐色。 上翅は黄褐色と 褐

色の不規則な模様があるが、 こ の模様は変異が多い。 後翅は基部に近い

位置から 顕著に狭まる ため、 後翅が露出する。 成虫は6 ～8 月に暖・ 温

帯林で見ら れ、 広葉樹の倒木に集まる。 幼虫はシイ 類、 アカ メ ガシワ、

ハルニレ などの広葉樹が食樹と し て知ら れる。 北海道、 本州、 四国、 九

州に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部で採集さ れた記録のほか、他地域での記録はなかっ たが、近年、

隠岐（ 島後） で生息が確認さ れている 。

存続を脅かす原因

　 発生木を含む生息域の森林伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 白石泰志

情報不足（ D D ）

ト ラ フ ホソ バネカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Th ran iu s va rieg a tes Betes, 1873

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎（ 1 9 7 9 ） 鹿足郡津和野町地倉沼で得た昆虫類． すかし ば， 1 2 ： 3 3 -3 4 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録． すかし ば， 4 7 ： 9 -1 8 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 島根県昆虫文献目録２ ． 島根県のカ ミ キリ ムシに関する 文献目録． すかし ば， 3 0 ： 2 1 -3 8 ．

選定理由

　 中国山地沿いと 隠岐(島後)で採集さ れているが、 記録数は少ない。

概　 　 要

　 体長1 6 ー3 0 mm。 全体が灰青色の鱗毛で覆われ、 前胸背と 上翅に黒

色の斑紋がある美麗種である。 斑紋に黒色の微毛があり 、 個体により 斑

紋の変化がある。 触角は体長よ り 長く 、 オスは第3 ～5 節の先端に黒色

の毛の束がある 。 温帯林上部に7 ～9 月に出現し て広葉樹の伐採木に集

まり 、 こ れら に産卵する。 国内での分布は北海道、 本州、 四国、 九州。

西日本での生息は少ないが、 近年、 関東地域では都市部近郊でも 見ら れ

るよう になっ たこ と が報告さ れている。 海外では朝鮮半島、 中国などに

も 分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部にかけての、 中国山地およびその山麓域の森林で散発

的な採集記録がある。 また、 隠岐島後では本土より 標高の低い場所でも

採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地域での大規模な森林伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 福井修二

情報不足（ D D ）

ルリ ボシカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Ro sa l ia  b e tesi H aro ld ,1877

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫３ ． 隠岐島のカ ミ キリ ムシ． すかし ば， 7 ： 1 5 -3 8 ．
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫． すかし ば， 5 1 ： 1 -8 ．
平田信夫（ 1 9 9 0 ） 昭和2 0 年代の島根県のカ ミ キリ ムシ目録． すかし ば， 3 4 ： 1 -1 1 ．
和泉浩行（ 1 9 8 5 ） 赤来町の鞘翅目（ Ⅰ） -中間報告-． すかし ば， 2 3 ： 1 1 -1 6 ．
山本正志（ 2 0 0 6 ） 三瓶山山麓で採集し たカ ミ キリ 2 種． すかし ば， 5 4 ： 5 4 -5 5 ．
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選定理由

　 県内では数ヵ 所で確認さ れているが、 少なく 記録のほと んどが古い。

概　 　 要

　 体長は2 0 ー3 0 mm程度。 体色は青緑色で前胸背板（ 首）の青味が強い。

触角が長く 、 オスで体長の2 倍程度、 メ スでも 体長を 大き く 越える 。 九

州から 北海道及び朝鮮半島、 中国東北部に分布。 幼虫はサワグルミ 、 オ

ニグルミ などのク ルミ 類で育ち 、 成虫は盛夏から 9 月ごろ 出現し 、 サワ

グルミ 、オニグルミ などの倒木、衰弱木に集まる他、カ ラ スザンショ 、リ ョ

ウブなどの花にも 飛来する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐や県西部の山地で確認さ れている。 生息地では食樹のサワグルミ

が多い。 ただ、 生息地以外の場所でサワグルミ がある程度生育し ていて

も 記録のない所が多い。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺におけるサワグルミ などの木々の伐採など人為的

環境の改変。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

オオアオカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科　

Ch lo rid o lu m  （ Ch lo rid o lu m )  th a l io d es Bates,1884　 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅱ).4 0 7 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
平田信夫（ 1 9 9 0 ） 昭和2 0 年代の島根県内のカ ミ キリ ムシ目録.すかし ば.(3 4 ):1 -1 1 .
門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫3 　 隠岐島のカ ミ キリ ムシ.すかし ば.(7 ):1 5 -3 8 .
島田　 孝（ 2 0 0 4 ） 隠岐自然館甲虫標本目録.すかし ば,(5 2 ):3 3 -4 0 .

選定理由

　 県内の記録は2 0 2 0 年の1 件の記録のみ。 県外でも 比較的少ない種。

概　 　 要

　 県内には1 亜種（ 基亜種） が確認さ れている 。 体長は大き いも のでも

5 mm程度。 上翅の基部の半分ほどが黄褐色で残り は黒褐色。 触角長さ

は体長を越えない。 和名のよう に平たい体形をし ている。 本亜種は九州

から 本州に分布する。北海道には別亜種が分布する。国外では千島列島、

極東ロ シア、 中国東部、 朝鮮半島に分布（ 亜種の区分不明）。 成虫は食

樹である ノ ブド ウなどブド ウ類の枯れ蔓に集まる 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息確認地は出雲市の島根半島部の１ カ 所でノ ブド ウ枯れ蔓から の羽

脱が確認さ れている。 生息の確認さ れた場所は照葉樹の多い所でノ ブド

ウが点在し ている 。 また、 適度に湿気が保たれている。

存続を脅かす原因

　 生息確認地の植林地の拡大など自然環境の人為的な改変。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

チャ イ ロチビヒ ラ タ カ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Ph ym atod es( Phym a to d e l lu s) in fascia tu s in fa sciatu s ( Pic,1935) 　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅱ).4 0 7 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
日本鞘翅目学会　 編（ 2 0 0 1 ） 復刻版　 日本産カ ミ キリ 大図鑑.5 6 5 pp ,講談社.
氏原靖志（ 2 0 2 1 ） チャ イ ロ チビ ヒ ラ タ カ ミ キリ の記録.すかし ば,(6 8 ):3 4 .

選定理由

　 里山の森林環境に局地的に分布する種で、 島根県での記録も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 7 －2 3 mm。 上翅は鮮紅色。 前胸背に小黒紋、 上翅中央部から

後方部に大き な黒色の紋がある 。 5 月上旬から 中旬、 ク ヌ ギの伐採株か

ら 伸長し た萌芽（ ひこ ばえ） に集まり 、 葉や新梢を 摂食するこ と が知ら

れているほか、 訪花例も 知ら れている。 幼虫期の餌と なる寄主植物はナ

ラ ガシワ、 ク ヌ ギ、 コ ナラ 、 カ シワが知ら れている 。 中国地方では岡山

県での採集記録が多いが、 全国的にも 生息は局所的。

県内での生息地域・ 生息環境

　 島根県では1 9 7 6 年にモチノ キ訪花記録以降、採集記録がなかっ たが、

近年、 県東部の山間部で追加記録があっ た。

存続を脅かす原因

　 里山部の開発による落葉広葉樹の消失や、 里山山林の管理放棄による

植生遷移による、 本種が繁殖源と する 樹木の消失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 山本浩也

情報不足（ D D ）

モンク ロベニカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Pu rp u ricen u s l itu ra tu s Gang lbau er,1886

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 2 0 1 9 ） 島根県飯南町で採集さ れたモンク ロ ベニカ ミ キリ ， すかし ば， 6 6 ： 2 2 .
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
曽田貞滋（ 1 9 7 7 ） 島根半島高尾山山塊及び松江平野のカ ミ キリ ムシ． すかし ば， 7 ： 1 -1 3 .

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

236236



選定理由

　 県内の1 カ 所で少数確認さ れている 。 南方系の種であり 、 本州では島

根県以外に山口県、 紀伊半島のみで確認数も 少ない。

概　 　 要

　 台湾に基亜種が分布し 、 国内に生息するも のは別の亜種になる。 体長

は大き いも ので1 0 mm程度。 背面は黒色部が多く 、 前胸背板（ 首） は

暗赤褐色。 触角長さ はオスで体長を少し 超え、 メ スは越えない。 西南諸

島から 本州の一部に分布。 幼虫はカ ゴノ キなどのク スノ キ類で育ち、 成

虫はリ ョ ウブなどの花に集まる 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 江津市の1 カ 所で確認さ れた。 カ ゴノ キ枯れ枝から 羽脱し ている 。 カ

ゴノ キなどが混生する照葉樹の多い所で、 適度に湿気が保たれている。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺の木々の伐採や乾燥化。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

ケナガカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Artim p aza  se tig e ra  ja p o n ica   ( Pic, 1928 ) 　 　 　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅱ).4 0 7 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
氏原靖志（ 2 0 2 0 ） 島根県中部,東部カ ゴノ キ生育地のカ ミ キリ .すかし ば,(6 7 ):4 7 -5 0 .
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ,すかし ば.(7 1 ):1 -1 4 .

選定理由

　 県内では隠岐にわずかな記録があるのみ。

概　 　 要

　 体長は1 0 mm前後。 各脚の腿節の一部が太い。 上翅は黒褐色の地に

黄褐色の班紋が4 対ある。 触角長さ は体長を 少し 超える 。 九州から 本州

にかけて分布するが、 主に西日本に分布する。 東日本では太平洋側に局

所的に分布し 、 岩手県が北限と なっ ている。 国外では朝鮮半島に分布。

食樹はカ ゴノ キなどのク スノ キ科の木の他アカ ガシなどで腐朽が多少進

んだ枯れ枝で羽脱が確認さ れている。 成虫はリ ョ ウブやノ リ ウツギの花

などに集まる 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐島後で確認さ れている。 カ ゴノ キなどの混生する照葉樹の多い山

林で、 適度に湿気が保たれている。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺の木々の伐採や乾燥化。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

タ キグチモモブト ホソ カ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ 科

Cleom en es ta kig u ch i i Oh bayash i, 1936　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

藤田　 宏・ 平山洋人・ 秋田勝己（ 2 0 2 3 ） 日本産カ ミ キリ ムシ大図鑑(Ⅱ).4 0 7 pp .むし 社.
林　 成多（ 2 0 1 0 ） 島根県産カ ミ キリ ムシ類の文献記録.ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 3 :1 7 -4 3 .
門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫3 　 隠岐島のカ ミ キリ ムシ.すかし ば, (7 ):1 5 -3 8 .
大林延夫・ 新里達也（ 2 0 0 7 ） 日本産カ ミ キリ ムシ.8 1 8 pp ,東海大学出版会.

選定理由

　 隠岐（ 島後） で1 9 9 8 年に初めて採集さ れた。 本種の分布北限にあた

るが、 個体数は少なく 生息状況も 不明である。

概　 　 要

　 本亜種は国内に生息する 亜種の１ つで、 単為生殖を 行う 。 体長9 －

1 1 mm。 頭部の複眼よ り 後方・ 前胸は朱色で小楯板周辺の上翅部も 朱

色を帯びる 個体も ある。 他は黒色で、 上翅の基部と 側縁部を除く 部分は

灰白色の長毛が密生し 灰色がかっ て見える 。 成虫は4 ～6 月ごろ に出現

し 、 幼虫はソ ヨ ゴ、 モチノ キ、 ク ロガネモチなどの枯れ枝を食す。 本州

（ 近畿以西と 静岡）、 四国、 九州、 屋久島、 対馬などに分布するが産地は

限ら れる（ 山口県・ 情報不足）。 西表島には別亜種が生息する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐（ 島後） ではコ ナラ など雑木のビーテングと 林道脇の花のスィ ー

ピ ン グで採集さ れた2 例、 2 個体のみで、 個体数はき わめて少ないと 推

定さ れる。 島根県本土側では、 2 0 1 0 年に江津市の千丈渓のスダジイ の

花で初めて採集さ れ、 2 0 2 0 年には千丈渓でモチノ キの枯れ枝から 羽脱

し たも の、 邑南町井原でソ ヨ ゴの枯れ枝から 羽脱し たも のがそれぞれ複

数個体確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 現時点では生息域や生態が明ら かでなく 不明。

（ 執筆者： 八幡　 浩二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 北限）

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 八幡浩二

情報不足（ D D ）

ク ビ アカ モモブト ホソ カ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Ku raru a  rh op alo ph o ro id es rh op a lo ph o ro id es Hayash i, 1951　

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

氏原靖志（ 2 0 2 0 ） 島根県中部， 東部カ ゴノ キ生育地のカ ミ キリ ． すかし ば， 6 7 :6 9 -7 2 .
氏原靖志（ 2 0 2 1 ） 島根県中部， 東部カ ゴノ キ生育地のカ ミ キリ Ⅱ． すかし ば， 6 8 :3 5 -3 9 .
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選定理由

　 県内では十分な調査がさ れていないが、 2 0 1 0 年以降に確認さ れた生

息地は1 地点のみであり 、生息地が限ら れ個体数も 少ないと 考えら れる。

また、 草原や河川敷等の草地に生息し 、 こ のよう な環境は植生遷移や開

発等の影響を 受けやすい。

概　 　 要

　 体長1 0 mm前後。 上翅は白色毛と 黄褐色毛が入り 混じ り 不規則な 模

様がある。 寄主植物と し てオト コ ヨ モギ（ キク 科） が知ら れており 、 日

本国内では本州、 四国、 九州、 対馬に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部、 県西部。 県西部ではオト コ ヨ モギが自生する河川敷の草地で

確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 植生遷移、 開発等に伴う 生息地の環境変化。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

ヒ メ ビロウド カ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科　 　

Aca lo lep ta  d eg en er ( Bates,1873 ) 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

藤村俊彦（ 1 9 6 6 ） 島根県のカ ミ キリ ムシ． 比和科学博物館研究報告， 9 ： 9 -1 7 ．
松田隆嗣（ 2 0 1 3 ） 島根県における ヒ メ ビ ロ ウド カ ミ キリ の記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， 1 6 :2 1 0 ．
大林延夫・ 佐藤正孝・ 小島圭三　 編（ 1 9 9 2 ） 日本産カ ミ キリ ムシ検索図説． 6 9 6 pp ． 東海大学出版会， 東京．

選定理由

　 県内には４ 亜種（ 隠岐島後・ 島根半島亜種、 隠岐島前亜種、 中国地方

中部亜種、 中国地方西部亜種） が生息する。 こ の内、 隠岐島後・ 島根半

島亜種は出雲北山で減少が大き い。 隠岐島前亜種と 中国地方西部亜種は

生息確認範囲が狭い。 中国地方中部亜種は県内の広い範囲に生息する。

隠岐島後・ 島根半島亜種と 隠岐島前亜種は県固有亜種。

概　 　 要

　 本種は飛ぶこ と が出来ないため移動が比較的狭い範囲に制限さ れ、 生

息地によっ て体形や体色などに変化が生じ やすい。 国内では九州から 関

東西部に分布し 、 1 7 亜種が確認さ れている。 県内には4 亜種が生息し 、

2 亜種は県内のみに生息する。 体長は1 0 ー2 0 mm程度。 中国地方西部

亜種は若干大き い。 体色は中国地方中部亜種が茶褐色、 隠岐島後・ 島根

半島亜種、 隠岐島前亜種は前亜種より やや黒味が強い茶褐色、 中国地方

西部亜種は赤みの弱い灰褐色。 触角長さ は中国地方西部亜種ではオスで

体長の2 .5 倍前後、 メ スで体長の1 .5 倍弱。 こ れ以外の3 亜種ではオスで

体長の2 倍程度、 メ スで体長を少し 超える 。 同種は上翅部が大き く 盛り

上がっ ている（ 瘤状隆起） こ と で種名になっ ている。 こ の瘤状突起は隠

岐島後・ 島根半島亜種、 隠岐島前亜種では他の2 亜種に比べ弱い。 上翅

先端の尖り は隠岐島前亜種では隠岐島後・ 島根半島亜種より も 鋭い。 食

樹はブナ、 シデなどの倒木、 落ち 枝でヒ ラ タ ケやカ ワラ タ ケなどの菌が

付いて適度に腐朽し た状態も のに産卵さ れる。 成虫は初夏から 秋に出現

する。 水気を残す広葉樹の枯葉や枯れ枝を食し 、ブナやシデなどの倒木、

落ち枝、 立ち 枯れにも 集まる。 また、 落葉下などで越冬する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 分布は隠岐島後・ 島根半島亜種が隠岐島後と 島根半島、 隠岐島前亜種

が西ノ 島、 中国地方西部亜種が安蔵寺山付近、 中国地方中部亜種が県西

部の本州側の一部を除く 山地と なっ ている。 広葉樹の多い自然度の高い

所に多い。 林床の乾燥化が進むと 落ち 枝等はあっ ても 適度の水分が保た

れず幼虫の生育は妨げら れる。

存続を脅かす原因

　 生息地及びその周辺の木々の伐採、 乾燥化。 特に島根半島西部の山地

ではニホンジカ が増え生息地の林床の草、 幼木が大き く 減少し 、 林床の

乾燥化が進んでいる。

（ 執筆者： 氏原　 靖志）

●参考文献

門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫3 　 隠岐島のカ ミ キリ ムシ.すかし ば,(7 ):1 5 -3 8 .
加藤重和・ 椋木博昭（ 2 0 0 3 ） 安蔵寺山の甲虫.すかし ば,(5 1 ):1 -8 .
高桑正敏・ 中村博之・ 小林敏男（ 2 0 2 0 ） 日本のコ ブヤハズカ ミ キリ  月刊むし ・ 昆虫図説シリ ーズ 1 3 ,1 6 2 pp .むし 社.
氏原靖志（ 2 0 2 4 ） 島根県内で2 0 2 3 年に確認し た主なカ ミ キリ ,すかし ば.(7 1 ):1 -1 4 .
山田　 学（ 1 9 9 9 ） 匹見町の甲虫採集記録.すかし ば,(4 7 ):9 -1 8 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 氏原靖志

情報不足（ D D ）

セダカ コ ブヤハズカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Pa rech th ista tu s g ib b e r g ib b er  ( Bates, 1873 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）
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選定理由

　 寄主植物が希少植物のガガブタ に限定さ れている。

概　 　 要

　 体長３ m m前後。 体は細長く 、 背面は灰色で上翅の先端付近に白色斑

紋がある。 脛節の先端はかぎ針状。 成虫はガガブタ の浮葉上に生息し 、

浮葉の表面を かじ り 取る よ う に食べる。 幼虫は潜葉性。 国内では本州、

四国、 九州、 国外ではベト ナムに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部のガガブタ が生える池で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 ガガブタ 群落がある水域の減少。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

バッ キンガムカ ギアシゾウムシ
コ ウチュ ウ目ゾウムシ科

Bago u s b u ch in g h am i  O’Brien  et M orim oto , 1994

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県の水生甲虫． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (1 ): 1 -1 1 7 .
林　 成多（ 2 0 1 2 ） 島根県松江市でバッ キン ガムカ ギアシゾウムシを 採集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 5 ） : 2 7 4 .
林　 成多（ 2 0 2 0 ） 改定 島根県の水生甲虫(1 )． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, (2 5 ): 1 -8 4 .
O’ B rie n , C . W . a nd  K . Mo r imo to  (1 9 9 4 ) Sy ste ma tic s a nd  e v o lu tion  o f w eev ils o f th e  g enus Ba g ous  Ge rma r (Co leop te ra : Cu rcu lion id a e )II. Ta x onom ic  tre a tmen t 
o f th e  sp ec ie s o f J a p a n . Esa k ia ， (3 4 ): 1 -7 4 .

選定理由

　 県内での分布は局所的で個体数も 少ない。

概　 　 要

　 体長4 mm内外。 体全体はほほ黒色で、 前胸、 上翅基部に赤褐色部が

ある。 また、 上翅には大小の円錐形突起を持つ。 黒色の後脚腿節部は三

角突起状に肥大する 。 成虫は5 ～7 月に出現し サク ラ 類の幼木の葉裏に

見ら れる。 葉を後食し たと き の食痕は小さ な円形。 幼虫はサク ラ 、 スモ

モの葉に潜り 内部を摂食するこ と が知ら れている。 本州、 四国、 九州に

分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種の寄主であるサク ラ 類は、 低地から 高地にかけて広域に多数生育

する樹木であるにも 関わら ず、 採集例は少ない。 県西部、 中部の山間部

の落葉広葉樹林での記録がある。

存続を脅かす原因

　 本種が確認さ れた生育地域の森林の大規模伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 今田舜介

情報不足（ D D ）

タ カ ハシト ゲゾウムシ
コ ウチュ ウ目　 ゾウムシ科

D in o rh o p a la  ta kah a sh i i  ( Kan o ,1930)

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の甲虫類．「 島根県瑞穂町の昆虫類」： 2 7 -3 7 ． 島根県昆虫研究会.
福井修二・ 鬼頭　 剛・ 鈴木謙治・ 山崎克友（ 1 9 8 9 ） 匹見産昆虫目録４ ． 匹見町の鞘翅目（ 2 ）． すかし ば， 3 1 ： 1 3 -1 8 ．

選定理由

　 1 9 5 0 年前後には島根県では複数の採集記録があっ たが、 近年の記録

はない。

概　 　 要

　 体長1 0 ー1 5 mm。 黒色の背面中央部およ び両側に灰白色の縦縞を 持

つ。 成虫は5 ～7 月に出現し 、 アサ、 アザミ 類の葉や茎を 摂食し 、 幼虫

は茎に潜入し て皮下を食べて育つ。 後にその隋に食入し 、 根際で越冬し

て翌年羽脱する 。 全国的にアサ(大麻)の栽培が禁止さ れた後に激減し た。

近年、 他県では乾性草原に生育する アザミ で発生が確認さ れている。 幼

虫は本州、 四国、 九州、 国外では朝鮮半島、 東シベリ ア、 中国、 モンゴ

ルに分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部地域の平野部と 内陸部、 隠岐(島後)で記録があっ たが、 本県に

おいても 寄生植物のアサの栽培の禁止により 生息環境が消失し 、 近年の

記録はない。 県内でも アザミ 類を寄主に生息し ている可能性がある。

存続を脅かす原因

　 生息確認調査が必要。 生息確認地での開発など環境改変や生息地の消

失。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 中村芳樹

情報不足（ D D ）

アサカ ミ キリ
コ ウチュ ウ目カ ミ キリ ムシ科

Thye sti l la  g eb le ri （ Falderm an n ,1835）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

平田信夫（ 1 9 9 0 ） 昭和2 0 年代の島根県のカ ミ キリ ムシ目録． すかし ば， 3 4 ： 1 -1 1 ．
門脇久志（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の昆虫３ ． 隠岐島のカ ミ キリ ムシ． すかし ば， 7 ： 1 5 -3 8 ．
日本鞘翅目学会編（ 1 9 8 4 ）「 日本産カ ミ キリ 大図鑑」 5 6 5 pp . 講談社.
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 島根県昆虫文献目録２ ． 島根県のカ ミ キリ ムシに関する 文献目録． すかし ば， 3 0 ： 2 1 -3 8 ．
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選定理由

　 生息可能な湿地が県内には非常に限ら れている。

概　 　 要

　 体長3 .5 －4 .4 mm。 黒色小型のゾウムシである。 成虫は春から 初夏に

出現し 、 大型のスゲ属の葉を食べる。 日本固有種で本州と 九州に分布す

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の湿地で確認さ れている。 こ れまでのと こ ろ １ カ 所のみで確認

さ れているが、 中国山地の小規模な湿地を調査すれば生息を確認でき る

可能性がある。

存続を脅かす原因

　 湿地の開発、 自然遷移。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ババスゲヒ メ ゾウムシ
コ ウチュ ウ目ゾウムシ科

Lim n ob aris b ab a i  Ch u jo  et M o rim o to  1959

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 0 6 ） 飯南町赤名のツ ヤネク イ ハムシと ババスゲヒ メ ゾウムシ． すかし ば,（ 5 4 ） : 6 5 ．

選定理由

　 全国的にも まれな種であり 、 県内の記録も 限定さ れる。

概　 　 要

　 体長6 mm前後。 体色は全体が茶褐色で、体の上面は疎生する「 も じ ゃ

も じ ゃ 」 の毛（ 起毛し た鱗片） に覆われるほか、太い口吻を持つのが特徴。

生態については良く わかっ ていない。 島根、 鳥取での採集例は秋季に立

木の根元の落ち葉から の採集例であり 、 成虫越冬する と 推察さ れる。 九

州では山地の枯れたフ ジの幹に複数個体が集まっ ていたと いう 記録があ

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山山麓の広葉樹林において、 秋期に立ち木の地際に堆積し た落葉

層から 複数の個体が採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 本種を確認し た生育地域の森林の大規模伐採。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大生唯統

情報不足（ D D ）

モジャ モジャ ツチイ ロゾウムシ
コ ウチュ ウ目ゾウムシ科

Pseu d o h y lo b iu s se to su s M o rim o to ,1962

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

三宅　 登・ 福井修二・ 金子信博・ 片桐成夫（ 1 9 9 0 ） 島根大学農学部付属三瓶演習林の鞘翅目． 山陰地域研究（ 森林資源）， 6 ： 1 7 5 -1 8 8 .
大生唯統（ 2 0 2 1 ） 鳥取県における モジャ モジャ ツチイ ロ ゾウムシの初記録． すかし ば， 6 8 ： 8 4 ．
城戸克弥（ 2 0 2 5 ） 福岡県のゾウムシ　 K ORASAN A， 1 0 5 ： 1 1 2 ．

選定理由

　 局地的に生息する大型のク サアブ。 近年の確認例は少なく 、 生活史も

不明である。

概　 　 要

　 体長1 4 －2 2 mm。 雄は黒色、 雌は赤褐色で、 それぞれ腹部に白色斑

紋がある。 成虫は春から 初夏に出現するこ と が知ら れているが、 生態に

は不明な点が多い。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 伊豆諸島、 国

外ではサハリ ン、 千島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部および隠岐諸島で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 不明。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

情報不足(D D )
撮影者（ 提供者）： 門脇久志

情報不足（ D D ）

ネグロク サアブ
ハエ目ク サアブ科

Co en om y ia  b a sa l is M atsu m u ra, 1915

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

藤原淳一（ 2 0 0 8 ） 松江市島根町でネグロ ク サアブを 採集． すかし ば,（ 5 6 ） : 2 6 .
林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査（ 2 0 0 9 -2 0 1 2年調査のま と め）． ホシ ザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (8 ): 
1 -7 3 .
奥島雄一・ 植松　 蒼（ 2 0 1 6 ） ネグロ ク サアブの記録． し ぜんく ら し き , (9 9 ): 9 -1 0 .
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選定理由

　 海浜植生を 伴っ た砂丘や砂浜に生息する種であり 、 その生息地が減少

し ている。

概　 　 要

　 体長５ －６ mm前後。 ニク バエ科と し ては小型である。 成虫は魚の死

体などに飛来する。国内では本州、国外では沿海州、朝鮮半島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の砂浜で確認さ れている。 県東部の外園海岸も 本種の生息する

可能性が高いため、 重点的に調査をし たが、 確認でき なかっ た。

存続を脅かす原因

　 海浜の開発、 特に海浜植生の破壊。 海岸浸食。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ゴヘイ ニク バエ
ハエ目ニク バエ科

Sa rco p h i la  ja p o n ica （ Rohden dorf, 1962）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

古田　 治（ 2 0 0 5 ） 鳥取砂丘採集記（ ゴヘイ ニク バエを 求めて）． はなあぶ, (1 9 ): 4 3 -4 6 .
柿沼　 進（ 2 0 0 9 ） 島根県浜田市でゴヘイ ニク バエを 採集． はなあぶ,（ 2 7 ） : 5 6 .

選定理由

　 県内の生息地は局地的で、 全国的にも 希少な種である。

概　 　 要

　 体長6 .5 mm、 前翅長8 .0 mm。 奥出雲町（ 旧仁多町） 阿井産の標本を

基準標本産地と し て記載さ れた小型のト ビ ケラ である。 日本固有種で、

本州に分布する 。 全国的に生息地は限ら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の斐伊川水系および神戸川水系に生息し ている。 中流域および

上流域で記録があり 、 幼虫の生息場所は不明であるが、 成虫の生息地周

辺の河川に生息し ていると 考えら れる 。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 河川の開発改修、 大規模な水害や極端な渇水。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

アイ ミ ヤマシマト ビケラ（ アイ シマト ビケラ ）
ト ビケラ 目シマト ビケラ 科

D ip lectro n a  a ien sis Kob ayash i, 1987

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

河瀬直幹・ 林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県出雲市で採集さ れたト ビ ケラ 成虫の記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 4 ): 1 8 9 -1 9 3 .
K oba y a sh i, M .（ 1 9 8 7 ） Ca dd isfl ie s  o r  Tr ic hop te ra  from  Sh ima ne  P re fec tu re  in  J a p a n（ In sec ta ） . Bu ll. K a na g a w a  P re f. M us.,（ 1 7 ）： 1 3 -3 5 .

選定理由

　 ト ゲアリ を 寄主と する特異な生活史を持つハナアブで、 ト ゲアリ が営

巣する洞のある樹木が点在するよ う な雑木林が減少し ている。

概　 　 要

　 体長1 2 －1 5 mm前後。 アリ ノ スアブ類と し ても 大型で 、 体が金緑色

を帯び、 他種と の識別は容易である。 成虫は６ 月から ７ 月に出現し 、 ト

ゲアリ のコ ロニーに飛来する。 幼虫はト ゲアリ の巣内で成育する。 日本

固有種で本州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部および中部の２ カ 所で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 ト ゲアリ が営巣可能な雑木林の減少。 ト ゲアリ が生息するだけでは本

種の生息条件と はなら ない。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ケンラ ンアリ ノ スアブ
ハエ目ハナアブ科

M icro d o n  ka tsu ra i M aru yam a et H iro n aga , 2004

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

福井修二（ 2 0 1 2 ） ケン ラ ン アリ ノ スアブの採集記録． すかし ば,（ 5 9 ） : 3 9 -4 0 .
林　 成多・ 片岡大輔（ 2 0 1 3 ） 島根県雲南市木次町ふる さ と 尺の内公園で採集さ れた双翅目（ 2 0 1 2 年）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 6 ): 3 1 8 -3 2 6 .
M a ru y a m a , M . a n d  T . H iro n a g a  (2 0 0 4 ) M ic r o d o n  k a ts u ra i , a  n e w  sp e c ie s  o f m y rm e c o p h ilo u s  h o v e r f ly  (D ip te ra , Sy rp h id a e ) fr o m  J a p a n , a sso c ia te d  w ith  
P o ly rh a c h is  la m e llid e n s  (H y m enop te ra , Fo rm ic id a e ). Bu ll. N a tn . Sc i. Mus ., Tok y o , Se r . A , 3 0 (4 ): 1 7 3 -1 7 9 .
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選定理由

　 県内の生息地は局地的で、 近年の記録は少ない。

概　 　 要

　 体長８ m m前後。 幼虫はヨ シの生える 池沼や河川に生息する。 日本固

有種で本州に分布する。 全国的に減少し た種と し て知ら れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 三瓶山浮布池で1 9 5 3 年8 月に幼虫の記録がある が、 現在は水質が悪

化し 、 絶滅し たと みら れる。 県中部の江の川水系では1 9 9 9 年の記録が

ある。 近年では神戸川下流で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 池沼や河川におけるヨ シ群落の消失。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )

情報不足（ D D ）

ビワアシエダト ビケラ
ト ビケラ 目ヒ ゲナガト ビケラ 科

Geo rg iu m  ja p o n icu m （ U lm er, 1905）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

野崎隆夫・ 中村慎吾（ 2 0 0 5 ） 島根県で採集さ れたト ビ ケラ 成虫の記録. 比和科学博物館研究報告, 4 5 : 2 1 7 -2 2 9 .
津田松苗（ 1 9 5 4 ） 三瓶山浮布池のト ビケラ ． 新昆虫, 7 (1 2 ): 2 6 -2 7 .

選定理由

　 平地の止水に生息するト ビケラ で、 生息地はき わめて限ら れている。

概　 　 要

　 体長８ m m前後。 平地性の種と さ れ、 全国的に少ない種と し て知ら れ

ている。 日本固有種で本州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部のため池１ カ 所で記録がある 。 生息地の池は、 その後、 ヌ ート

リ アやアメ リ カ ザリ ガニが増加し 、水草の消失や水質の悪化が認めら れ、

生息し ていない可能性が高い。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 圃場整備、 外来種の進入。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

モリ ク サツミ ト ビケラ
ト ビケラ 目ヒ ゲナガト ビケラ 科

Oecetis m o rii  Tsu da , 1942

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

河瀬直幹・ 林　 成多（ 2 0 1 1 ） 島根県出雲市で採集さ れたト ビ ケラ 成虫の記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 4 ): 1 8 9 -1 9 3 .

選定理由

　 希少種と さ れるが、 県内の生息地は局地的で、 情報収集が必要。

概　 　 要

　 体長４ －６ mm前後。 成虫は前翅が褐色で銀色の細長い筋状の斑紋が

ある。 こ の模様はヒ メ セト ト ビケラ のも のに似ている。 幼虫は、 水田の

水路のよう な流れの緩い場所に生息する。 全国的な希少種と さ れてき た

が、 地域によっ ては多い場所も ある こ と が報告さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 安来市や出雲市で灯火に飛来し た記録がある。 近年は出雲市内の丘陵

地において確認さ れているが、 幼虫の生息場所は確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 圃場整備。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )

情報不足（ D D ）

ギンボシツツト ビケラ
ト ビケラ 目ヒ ゲナガト ビケラ 科

Se to d es tu rb a tu s （ N avas, 1933）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

河瀬直幹・ 林　 成多（ 2 0 0 9 ） 島根県安来市で採集さ れたギン ボシツツ ト ビ ケラ Setodes  a rg en ta tu sの記録（ 毛翅目ヒ ゲナガト ビケラ 科）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告,（ 1 2 ） : 
3 2 3 -3 2 4 .
林　 成多・ 相馬理央・ 吉成　 暁・ 鳥居高明（ 2 0 2 4 ） 島根県産水生昆虫類（ ト ビ ケラ 目） のDN Aバーコ ード ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 7 ): 9 1 -1 0 9 .
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選定理由

　 国内で特異な分布を示すト ビケラ で、 赤名湿原での記録は注目さ れる

が、 それ以後の記録はなく 、 分布・ 生息環境などは不明である。

概　 　 要

　 体長2 1 －2 5 mm、 翅開張5 2 －6 5 mm。 前翅の地色は乳白色で黒褐色

の斑紋を点布する。 後翅は乳白色で黒色の縁どり がある。 ゴマフ ト ビケ

ラ によく 似ているが、 より 大型で斑紋が鮮明である。 北海道と 本州（ 広

島県・ 島根県） に分布し 、 ６ ～８ 月に出現する。 国外ではサハリ ン、 シ

ベリ アなどに分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 赤名湿原で採集さ れ、 同種と 同定さ れたのが唯一の記録で、 その後記

録がなく 詳細は不明である。 広島県三段峡でも 採集さ れている。

存続を脅かす原因

　 湿原の遷移、 開発。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 近木英哉

情報不足（ D D ）

カ ラ フ ト ゴマフ ト ビケラ
ト ビケラ 目ト ビケラ 科

Sem b lis p h a laen o id es （ Lin n aeu s, 1758）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

野崎隆夫（ 2 0 0 0 ） 広島県産カ ラ フ ト ゴマフ ト ビ ケラ の確認． 比和科学博物館研究報告,（ 3 9 ）： 1 -4 .

選定理由

　 全国および県内での生息地がき わめて限定さ れる。

概　 　 要

　 開張2 2 ー2 5 mmほど で、 少し 蜂に似た蛾。 オス の触角は両櫛歯状、

メ スは鋸歯状。 触角、 頭、 脚、 腹は黒色で、 濃紺ないし 緑色の金属光沢

がある。 口吻はオレ ンジ色。 翅は墨色だが、オスの後翅は半透明である。

成虫は年一回、4 -5 月ごろ に出現する。 河川敷などの明るい草原を好み、

日中に飛び回る。 幼虫の寄主植物はノ ブド ウ。 本州に分布するが、 き わ

めて局地的である。 国外では、 中国東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部、 三瓶山の草原での記録があるのみ。 県内の河川敷などにも 生

息し ている可能性はあるかも し れない。

存続を脅かす原因

　 草原、 草むら 環境の減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 石田弓子

情報不足（ D D ）

オオヤマスカ シク ロバ
チョ ウ目マダラ ガ科

H elin a  n ig ra  ( Leech , [ 1889 ] )

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

広渡俊哉・ 那須義次・ 坂巻祥孝（ 編）（ 2 0 1 3 ） 日本産蛾類標準図鑑3 .学研教育出版.東京.
三島秀夫（ 2 0 1 9 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 7 ):4 5 -4 9 .

選定理由

　 県内の生息地は局地的で、 京都府や長野県、 島根県で記録さ れた全国

的にも 希少な種である。

概　 　 要

　 前翅長６ －７ mm前後の小型のト ビ ケラ 。 同定には雄の生殖器の形状

を詳し く 観察する必要がある。 日本固有種で、 本州西部に分布する。 全

国的に生息地は限ら れている。 基準標本産地は京都府である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の江の川水系に生息し ている 。

存続を脅かす原因

　 生息地の水質汚濁、 河川の開発改修、 大規模な水害や極端な渇水。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )

情報不足（ D D ）

ウジセト ト ビケラ（ ウジヒ メ セト ト ビケラ ）
ト ビケラ 目ヒ ゲナガト ビケラ 科

Se to d es u jien sis （ Akag i, 1960）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

野崎隆夫・ 中村慎吾（ 2 0 0 5 ） 島根県で採集さ れたト ビ ケラ 成虫の記録． 比和科学博物館研究報告,（ 4 5 ） : 2 1 7 -2 2 9 .
谷田一三（ 2 0 1 5 ） ウジセト ト ビ ケラ ． 京都府レ ッ ド データ ブッ ク 2 0 1 5 ． h ttp s ://w w w .p re f.k y o to .jp /k a nk y o/rd b/b io/db/in s0 0 2 4 .h tm l
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https://www.pref.kyoto.jp/kankyo/rdb/bio/db/ins0024.html


選定理由

　 生息地が限定さ れ、 個体数も 少ない。

概　 　 要

　 開張1 7 ー2 2 mm。 オオヤマスカ シク ロ バと 同様に少し 蜂に似た蛾で

ある。 オスの触角は櫛歯状、 メ スはほぼ糸状。 頭部、 胸部は強い緑の光

沢がある。 前翅は墨色で半透明、 金、 緑、 紺の光沢を 持つ。 後翅は墨色

で中央が半透明。 成虫は年に一度、 6 ～8 月にかけて現れる。 日中に活

動する蛾で、 火山性草原、 河川敷など明るい草地を好むと いう 。 幼虫の

寄主植物はズミ 。 国内では本州、 九州、 対馬、 五島列島に、 国外では、

朝鮮半島から ヨ ーロッ パまで、 ユーラ シア大陸に広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部、 三瓶山の草原と 隠岐諸島に記録がある。 火山性草原を好むと

いう のは、 三瓶山が確かに当てはまる 。

存続を脅かす原因

　 明るい草原、 河川敷などの減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ルリ ハダホソ ク ロバ
チョ ウ目マダラ ガ科

Rh ag ad es p ru n i  ( Den is &  Sch if fe rm u lle r, 1775)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 門脇久志・ 松田隆嗣・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における 昆虫類分布調査（ 2 0 0 9 -2 0 1 2年調査のまと め）． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号第8 号: 
1 -7 3 .
広渡俊哉・ 那須義次・ 坂巻祥孝（ 編）（ 2 0 1 3 ） 日本産蛾類標準図鑑3 .学研教育出版.東京.
三島秀夫（ 2 0 1 7 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告, (1 5 ) :7 7 -8 1 .
三島秀夫・ 門脇久志・ 大浜祥治（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅱ）． すかし ば,(6 6 ):4 9 -1 0 0 .

選定理由

　 典型的な海浜性種であり 、 開発や海浜浸食による海浜環境の悪化が進

行し 続けた場合、 生息密度の維持が危惧さ れる。

概　 　 要

　 前翅長約9 mm。 翅表面は大部分が乳白色で、 前翅の前縁に褐色の帯状

紋、 前後翅に黒褐色の内横線と 外横線をも つ。 山陰地方では、 成虫は6 月

下旬ー8 月中旬、 幼虫は7 月上旬ー9 月上旬に出現する。 海浜植物の1種で

あるハマゴウを寄主と し 、 幼虫は主に蕾を食べて育つ。 国内では、 本州、

四国、 九州、 三宅島の沿岸部に分布する。 現在のと こ ろ国外から は未知。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部、 中部、 西部および隠岐諸島西ノ 島で生息が確認さ れている。 県

内の生息地のほと んどは砂浜海岸で、 ハマゴウの生育が良好な場所では

個体数が多い。

存続を脅かす原因

　 開発や海岸浸食による植生の破壊や環境の変化。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

ハマゴウノ メ イ ガ
チョ ウ目ツト ガ科

Ag la o p s a lb ip en n is ( In ou e, 2000 ) 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多・ 松田隆嗣・ 門脇久志・ 深谷　 治・ 近見芳恵（ 2 0 1 2 ） 隠岐諸島における 昆虫分布調査Ⅱ. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 1 5 : 2 8 7 -2 9 7 .
松田隆嗣（ 2 0 1 2 ） ハマゴウノ メ イ ガを島根県で採集. ホシザキグリ ーン 財団研究報告, 1 5 : 2 9 8 ．
松田隆嗣・ 大對桂一・ 新部一太郎（ 2 0 1 8 ） 山陰地方における ハマゴウノ メ イ ガの分布と 生息の状況. すかし ば, 6 5 : 1 -4 .
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 島根県で採集さ れたガ数種について. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 8 : 8 3 -8 7 .
那須義次・ 広渡俊哉・ 岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 3 ） 日本産蛾類標準図鑑4 . 学研教育出版, 東京.

選定理由

　 県内での生息地が限定さ れる。

概　 　 要

　 開張オス2 2 ー3 0 mm、 メ ス1 1 ー1 8 mm。 オスは薄い茶色の地に茶色

のスジがいく つか入っ た翅を 持っ ている が、 メ スは翅が退化し ており 、

オスの翅をそのまま縮めたよう なごく 小さ い翅し か持っ ていない。 おそ

ら く 飛べないと 思われる。 早春の蛾で、 成虫は年に一回、 3 ～4 月ごろ

に出現する。 幼虫の寄主植物はカ シワ、 アブラ チャ ン、 リ ンゴ、 アワブ

キなど で、 広食性だと さ れる。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に、

国外では朝鮮半島、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 現在までのと こ ろ 県中部、 三瓶山の記録があるのみ。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 良好な森林環境の減少が考えら れる。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ト ギレ フ ユエダシャ ク
チョ ウ目シャ ク ガ科

Pro ta lcis co n cin n a ta  ( W ilem an , 1911 ) 　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 1 6 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告， (1 4 ):6 3 -6 9 .
中島秀雄・ 小林秀紀（ 2 0 1 7 ） 日本の冬尺蛾． むし 社． 東京．
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選定理由

　 国内の分布は局地的で著し く 少ない。 島根県出雲市（ 旧平田町） が基

準標本産地と なっ ているが、 県内では原記載以降に記録がなく 生息状況

が不明である 。

概　 　 要

　 開張1 5 ー2 0 mm。 翅の色は全体的に淡褐色、 前翅の先はと がる 。 後

胸背には白紋を有する。 本種が属するカ バナミ シャ ク 属の蛾は国内から

約7 0 種が知ら れている が、 外見が似た種が多いため同定が難し い。 本

種は日本固有種であり 、 北海道、 青森県、 秋田県、 岩手県、 愛知県、 三

重県、 島根県に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 出雲市（ 旧平田町） が唯一の生息確認地。

存続を脅かす原因

　 本種の生息状況の調査が必要である が、 古木の残る寺社林に依存し て

いる可能性も ある と さ れるため、 寺社林を含む。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ムネシロテンカ バナミ シャ ク
チョ ウ目シャ ク ガ科

Eu p ith ecia  m aen am ie l la  In o u e, 1980　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

In o u e , H . (1 9 8 0 ) Re v is io n  o f th e  g e n u s Eu p ith e c ia  o f J a p a n , P a rt 2  (Le p id o p te ra : G e o m e tr id a e ). B u lle tin  o f th e  Fa c u lty  o f D o m e stic  Sc ie n c e s , O tsu m a  
W omen’ s U n iv e rs ity , 1 6 , 1 5 3 -2 1 3 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 . 3 5 2 pp .学研教育出版,東京.　 　 　 　 　 　 　 　

選定理由

　 生息地がき わめて限定さ れる。

概　 　 要

　 開張4 8 ー7 2 mm内外。 オスよりメ スが大きい。 ホシカレハGa strop a cha  

popu lifo lia （ Esper, 17 8 3 ） と よ く 似ている が、 翅の色が赤褐色である

こ と 、 前後翅の外縁屈曲がよわいこ と などで区別さ れる。 国内では、 北

海道、 本州、 四国、 九州、 屋久島、 国外では、 朝鮮半島、 ロシア南道部

に分布する。 産地は局地的で少ない種。 特にメ スはまれだと いう 。 幼虫

の寄主植物などは未知。

県内での生息地域・ 生息環境

　 現在までのと こ ろ 、 県東部で1 例、 県中部から 中国山地に続く 地域で

1 例、 記録があるに過ぎない。

存続を脅かす原因

　 生息に関する調査が必要である。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

ワタ ナベカ レ ハ
チョ ウ目カ レハガ科

Gastro p ach a  cla th ra ta  Bryk, 1949　 　 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

星川和夫（ 1 9 9 4 ） 瑞穂町の蛾類群集． 島根県特定地域野生生物緊急調査報告， 瑞穂町の昆虫類:5 8 -7 1 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
松田隆嗣（ 2 0 1 7 ） 松江市における ワタ ナベカ レ ハの記録． すかし ば, (6 4 ): 4 8 .

選定理由

　 日本国内から の記録が極めて少なく 、 分布が限ら れるため。

概　 　 要

　 開張1 0 mm前後。 日本産Id a e a 属のなかで最も 小型の種である。 翅の

色は全体的に白色で、 前翅と 後翅の中央に黒点がある 。 生態についての

知見は乏し く 、 寄主植物は不明である。 本種が属する ヒ メ シャ ク ガ亜科

は外見が近似し た種が多いために同定が難し く 、 分布や生態の情報が乏

し い分類群の一つである。 日本固有種であり 、本州（ 神奈川県、岐阜県、

兵庫県、 島根県）、 南西諸島から 少数の記録がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 雲南市、 出雲市。 島根県では砂浜海岸および里山環境で確認さ れてい

る。

存続を脅かす原因

　 生息状況の調査が必要であるが、 多様な環境を含む里山環境および海

浜環境の消失。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

ク ロモンチビヒ メ シャ ク
チョ ウ目シャ ク ガ科

I d a ea  cra ssip u n cta  ( In ou e, 1971) 　 　 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

金子岳夫（ 2 0 1 2 ） ク ロ モン チビ ヒ メ シャ ク の島根県から の記録． 誘蛾燈（ 2 1 0 ）： 1 4 2 ． 　 　 　 　 　 　 　 　
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 . 3 5 2 pp .学研教育出版,東京.　 　 　 　 　 　 　 　
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選定理由

　 県内での生息地が限定さ れる。

概　 　 要

　 開張2 7 ー2 8 mm内外。 触角はオス、 メ スと も に櫛歯状。 翅の色はメ

スが明るい茶色で、 オスはこ げ茶色が主体と なる。 前翅の翅頂近く には

半透明の紋がある。 成虫は7 ～8 月に出現、 幼虫の寄主植物は、 ハイ ノ

キ科のサワフ タ ギ、 タ ンナサワフ タ ギである。 国内では本州（ 関東地方

以西）、 四国、 九州に分布する。 国外については不詳。 今のと こ ろ 日本

固有種。 全国的にあまり 多く ない蛾で、 特にメ スは少ないと さ れる。 県

内ではオス、 メ スと も に採集さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部、 三瓶山でのみ生息が確認さ れている。 確認地はシデ主体の落

葉樹林地帯。

存続を脅かす原因

　 良好な落葉樹林帯の減少や消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大江基博

情報不足（ D D ）

スカ シサン
チョ ウ目カ イ コ ガ科

Prism o sticta  h ya l in a ta  Bu tler, 1885

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 1 5 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告， (1 3 ):6 1 -6 4 .

選定理由

　 全国的に減少が危惧さ れている 。 また、 県内の生息状況について十分

な知見が得ら れていない。

概　 　 要

　 前翅張5 0 mm前後。 翅表面は翡翠色を帯びた白色で、 各翅に1 個の小

さ な眼状紋がある。 また、 前翅および胸部の前縁には赤紫色の筋が、 後

翅には長い尾状突起がある。 温暖な地域では年2 化性で、 成虫は5 月か

ら 8 月に出現する。 寄主植物はハンノ キ、 ヤシャ ブシなどのハンノ キ属。

国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州、 伊豆諸島に、 国外では朝鮮半島、

中国、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部および中部の、 主に低標高地で発見さ れている。 県内の古い採集

記録は、 同属のオオミ ズアオと 混同さ れていた可能性があるため、 標本

の再検討が必要である。 松江市ではオオバヤシャ ブシから 幼虫が発見さ

れている。

存続を脅かす原因

　 寄主植物である ハンノ キ属を含む林の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

オナガミ ズアオ
チョ ウ目ヤママユガ科

Actia s g n o m a  g n o m a （ Bu tle r, 1877）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 . 学研教育出版, 東京.
小山凜斉（ 2 0 2 2 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種の採集記録. すかし ば, 6 9 : 2 4 -2 5 .
松田隆嗣・ 野口祐美子（ 2 0 1 3 ） 松江市でオナガミ ズアオを 採集. すかし ば, 6 0 :1 7 -1 8 .
三島秀夫・ 米浦道子（ 2 0 1 0 ） 島根県大田市久手町の蛾類. 島根県立三瓶自然館研究報告, (8 ): 2 5 ‒3 2 .

選定理由

　 県内では1 9 9 0 年代以降の記録がなく 、 生息状況が不明である。

概　 　 要

　 開張7 0 ー9 0 mm。 雌雄と も に前翅中室に銀白紋があり 、 日本産のス

ズメ ガ科に近似し た種がいないため他種と の区別は容易である。 幼虫の

寄主植物と し てク ワ科のカ ジノ キ、 コ ウゾが知ら れている。 日本国内で

は北海道、 本州、 四国、 九州、 対馬、 南西諸島に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部、 県西部。 山間地で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 原因は不明である。寄主植物は現在でも 県内各地で見ら れるこ と から 、

寄主植物の減少が原因と は考えにく く 、 今後の調査が必要である。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ギンボシスズメ
チョ ウ目スズメ ガ科　

Pa ru m  co l l ig a te  ( Walker, 1856 ) 　 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば（ 3 7 /3 8 ）： 1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑1 . 3 5 2 pp .学研教育出版,東京.　 　 　
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選定理由

　 全国的に減少が危惧さ れ、 個体数も 少ない。 県内では分布が限ら れ、

近年の記録が無い。

概　 　 要

　 開張はオスで4 5 mm程度、 メ スで6 4 mm程度。 翅は白色で、 前翅に2

本の黒線が入る。 草原性のド ク ガ類と さ れ、 寄主植物と し マメ 科ハギ属

が知ら れている。 日本国内では本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大田市。 草原やその周辺を生息地と し ていると 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 草原環境の悪化。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ウスジロド ク ガ
チョ ウ目ド ク ガ科　

Call ite a ra  v irg in e a  ( Oberth u r, 1879) 　 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば（ 3 7 /3 8 ）： 1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 4 1 6 pp .学研教育出版,東京.　 　 　

選定理由

　 全国的に減少が危惧さ れ、 県内での生息地も 限ら れている。

概　 　 要

　 開張2 1 ー2 5 mm。 翅は全体が橙黄色。 オスの方が色が濃い。 オスは

前翅の中に斑紋があり 、 後翅が黒色になる個体も ある 。 メ スの前翅は無

紋。 成虫は5 月と 7 ～8 月に出現する 。 草原性のド ク ガで、 成虫は日中

に活動する が、 夜間、 灯火に飛来するこ と も ある。 幼虫の寄主植物は定

かではないが、 ク ヌ ギで飼育さ れていると いう 。 本州、 四国、 九州、 対

馬に分布。 ただ、 局地的に産する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部三瓶山の草原で確認さ れているのみ。

存続を脅かす原因

　 生息地である草原環境の悪化。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ト ラ サンド ク ガ
チョ ウ目ド ク ガ科

Kid o ku g a  to rasa n  ( Ho llan d , 1889) 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編） (2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 1 4 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告, (1 2 ): 1 9 -2 2 .
三島秀夫（ 2 0 2 1 ） 大田市の蛾類． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 9 ):7 9 -1 2 2

選定理由

　 県内での分布が局地的である。

概　 　 要

　 開張3 0 ー3 6 mm内外。 晩秋から 初冬にかけて 出現する シ ャ チホコ。

体は長い毛に覆われているが、 翅は鱗粉が少なく 、 薄く 透き と おっ てい

る。 また、 直線状の白い外横線が特徴的である 。 成虫は1 0 ～1 1 月にか

けて現れるが、 成虫で越冬はせず、 卵で越冬し 、 翌春に孵化する。 幼虫

の寄主植物はカ エデ類。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に、 国外で

は朝鮮半島、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 生息地は県中部の三瓶山、 大万木山、 西中国山地の一部。 山間部に限

ら れる。

存続を脅かす原因

　 雑木林を含む森林環境の減少と 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

エゾク シヒ ゲシャ チホコ
チョ ウ目シャ チホコ ガ科

Ptilo p h o ra  je zo en sis  ( M atsu m u ra , 1920) 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
能美　 豪（ 2 0 1 6 ） 大万木山の蛾． すかし ば， (6 3 ):7 -9 .
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選定理由

　 全国的に減少し ていると さ れ、県内では十分な調査がさ れていないが、

分布が限ら れ個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 開張2 2 m m程度。 翅は白色で 無紋。 日本産のコ ケガ亜科で は本種に

類似し た種がいないため同定は容易である。 幼虫は地衣類を摂食するこ

と が知ら れている。 日本国内では北海道、 本州、 四国、 九州に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部と 隠岐諸島（ 島後）。 県東部では主に平地や丘陵地の草地や湿

地周辺で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 調査が必要であるが、 開発等に伴う 生息地の消失、 乾燥化。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )

情報不足（ D D ）

シロホソ バ
チョ ウ目ヒ ト リ ガ科　

Eliem a  d eg en ere l la , ( Wa lker, 1863 ) 　 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 岸田泰則（ 1 9 7 7 ） 隠岐島の蛾（ Ｉ ）． 蛾類通信,(9 0 )： 4 8 9 -4 9 6 ．
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 4 1 6 pp .学研教育出版,東京.　 　 　 　 　 　 　
淀江賢一郎・ 星川和夫・ 門脇久志・ 尾原和夫・ 三島秀夫． 松江市円木池と その周辺の昆虫類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告（ 4 ）： 1 6 1 -1 9 2 .

選定理由

　 全国的に減少傾向にあり 、 県内でも 生息地が限ら れる。

概　 　 要

　 開張1 9 ー2 7 mm。 オスの触角は櫛歯状。 前翅は灰白色の地に、 黒褐

色の斑紋や条線がまじ り あっ て、 特異な模様を形作っ ている。 後翅は薄

い茶色で無紋。 成虫は8 月ごろ に出現する 。 幼虫の寄主植物はカ シワ。

国内では北海道、 本州、 九州に分布する が、 局地的で、 数も 多く ない。

国外では、 朝鮮半島、 ロシア南東部に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山で記録さ れているのみ。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 カ シワを含む雑木林、 森林などの減少、 消滅が考え

ら れる。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ミ カ ボコ ブガ
チョ ウ目コ ブガ科

M eg an o la  m ikab o  ( In o u e , 1970 ) 　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 2 1 ） 大田市の蛾類． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 9 ):7 9 -1 2 2
三島秀夫（ 2 0 2 4 ） 島根県で採集さ れた蛾数種について2 0 2 3 ． 島根県立三瓶自然館研究報告,(2 2 ):6 5 -6 7 .

選定理由

　 全国的に減少が懸念さ れ、 県内でも 同じ 状況が考えら れる。

概　 　 要

　 3 0 mm内外。 前翅の基部から 中央付近の横線まで は、 黄褐色、 その

外側は紫がかっ た灰色である 。 後翅はほぼ全部黄色。 成虫は4 ～９ 月に

出現、 日中でも 、 草むら などから 飛び出すこ と がある。 幼虫の寄主植物

は、 イ ラ ク サ科のヤブマオ。 国内では本州、 四国、 九州、 対馬に、 国外

では、 朝鮮半島、 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部から 西部にかけて、 いく つかの記録がある。 また、 隠岐諸島で

も 生息が確認さ れている。 人為的な環境に生息すると さ れ、 時に海岸近

く でも 見ら れるが、 山地にはあまり 産し ない種かも し れない。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 平地の草はら の減少などが考えら れる 。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

キシタ アツバ
チョ ウ目ヤガ科

H yp en a  cla rip en n is ( Bu tler, 1878 ) 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
松田隆嗣（ 2 0 1 3 ） 松江市街地で採集さ れた蛾類の記録． すかし ば， (6 0 ):1 -1 6 .
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 大田市の蛾類． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 8 ):8 9 -1 1 8 .
三島秀夫・ 門脇久志・ 大浜祥治（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅱ）． すかし ば,(6 6 ):4 9 -1 0 0 .
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選定理由

　 生息地が限定さ れ、 個体数も 多く ない。

概　 　 要

　 開張4 3 ー5 3 mm程度。 後翅が黄色のシタ バガ類であり 、 前翅は鉛色

を帯びる。 石灰岩地帯や渓谷、 海岸などの露岩地に自生するバラ 科シモ

ツケ属を寄主植物と する。 県内ではイ ブキシモツケから 幼虫が確認さ れ

ている。日本国内では本州、四国、九州に分布するが分布は局地的である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部、 県西部、 隠岐諸島（ 島後） の海岸で確認さ れている。 いずれ

の場所も 渓谷や海岸の露岩地で、 シモツケ属の植物が自生し ている。

存続を脅かす原因

　 シモツケ属が自生する露岩地の消失や荒廃。 成虫は樹液や花蜜を摂食

すると 考えら れる ため、 周辺の森林の保全も 重要である。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

ナマリ キシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  co lu m b in a  yo sh iko i  Ish izu ka, 2002　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

松田隆嗣（ 2 0 1 2 ） ナマリ キシタ バの幼虫を 立久恵峡で採集.すかし ば.(5 9 )： 6 .
三島秀夫（ 2 0 1 4 ） 島根県で採集さ れた蛾類について.島根県立三瓶自然館研究報告.(1 2 ):1 9 -2 2
野津幸夫（ 2 0 1 2 ） ナマリ キシタ バ島根県にて採集.すかし ば.(5 9 ）： 4 -5 .　

選定理由

　 県内での生息地がき わめて限定さ れる。

概　 　 要

　 開張5 2 ー5 8 mm内外。 前翅はキシタ バ類によ く 見ら れる 樹皮模様だ

が、 オスと メ スと では色彩が異なる。 オスは暗灰褐色、 メ スは白色を帯

びる。 また、 前翅がほと んど 黒化する 個体も ある。 成虫は夏から 1 0 月

にかけて見ら れる。 幼虫の寄主植物はブナ。 北海道、 本州、 四国、 九州

に分布し 、 おおむねブナの分布と 重なる。 ただ、 いずれの生息地でも 多

産するこ と はなく 、少数が見つかるだけだと いう 。 国外では中国に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山に古い記録が1 例あるだけだっ たが、 十年ほど前、 大

万木山で、 1 個体採集さ れた。 ブナ帯で発生する 蛾である。

存続を脅かす原因

　 ブナを含む森林の減少、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 能美豪

情報不足（ D D ）

ヨ シノ キシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  co n n exa  Bu tler, 1881　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
能美　 豪（ 2 0 1 6 ） 大万木山の蛾． すかし ば， (6 3 ):7 -9 .

選定理由

　 県内での生息地が限ら れる。

概　 　 要

　 開張9 0 ー1 0 5 mm内外。 属Ca toc a la のなかで唯一後翅に青紫色の帯

を 有する 。 大型種で、 国内では最大級のシタ バガ。 成虫は年に一回、 8

～1 0 月に出現する 。 幼虫の寄主植物はヤマナラ シおよ び栽培種のポプ

ラ 。 国内では北海道、 本州、 四国、 対馬に分布する。 四国、 中国地方で

はまれ。 国外では、 東アジアから ヨ ーロッ パまで広く 分布し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の鯛ノ 巣山、 中部の琴引山、 島根半島の3 カ 所に採集例がある。

ただ、島根半島で採集さ れたも のは、山間部から の移動個体だと 思われ、

本来の生息地と は異なる可能性がある 。

存続を脅かす原因

　 寄主植物である ヤマナラ シなどが育つ林の減少。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

ムラ サキシタ バ
チョ ウ目ヤガ科

Cato ca la  f ra xin i ( Lin n aeu s, 1758) 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
松田隆嗣（ 2 0 1 2 ） ムラ サキシタ バを 島根半島で採集． すかし ば， (5 9 ):8 .
大島　 弘（ 1 9 9 4 ） 琴引山の蛾類． 島根県特定地域野生生物緊急調査報告， 琴引山の昆虫類:2 7 -2 9 .
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選定理由

　 県内での生息地が局限さ れる。

概　 　 要

　 開張3 0 m m内外。 ア シブ ト ク チバ類では最も 小型の種類で ある。 翅

の地色は茶色、 前翅の根元から 中央にかけて広い紫灰色部がある。 成虫

は5 ～7 月と 8 ～9 月に出現する。 年に2 回発生する と 考えら れる が、 幼

虫期も 含めて 生活史の詳細は不明。 本州（ 宮城県付近よ り 南）、 四国、

九州、 対馬に分布するが、 局地的で少ない。 国外では、 朝鮮半島、 中国

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山と 西部の海岸部にのみ記録があっ たが、 近年、 東部松

江市でも 生息が確認さ れた。 県西部から は長く 記録が途絶えている。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 林の伐採などの環境改変が考えら れる 。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ヒ メ アシブト ク チバ
チョ ウ目ヤガ科　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Pa ra l le l ia  d u lcia  ( Bu tler, 1878 ) 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
松田隆嗣（ 2 0 1 7 ） 松江市で採集さ れたガ類について（ 2 ）． すかし ば, (6 4 ): 2 5 -3 0 .

選定理由

　 県内における生息地がき わめて限定さ れ、 生息確認記録も 少ない。

概　 　 要

　 開張3 3 ー3 5 mm。 ウスベリ ケン モン 亜科のなかでは小型の種類。 翅

は全体に濃い褐色。 前翅には太く て白い帯が現れる 。 成虫は4 月末～5

月と 7 ～8 月に出現。 年2 回の発生と 思われる。 幼虫の寄主植物は不明。

現在までのと こ ろ 、 日本固有種と さ れ、 本州、 四国、 九州の山地に分布

する。 北限は東北地方北部と いう 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の中国山地に近い場所でのみ記録がある。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 落葉樹林帯の減少、 消滅が考えら れる 。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ヒ メ ネグロケンモン
チョ ウ目ヤガ科

Co lo ca sia  u m b ro sa  ( Wilem an , 1911) 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

門脇久志・ 淀江賢一郎・ 大島　 弘（ 1 9 9 2 ） 島根県で採集さ れた蛾類目録． すかし ば， (3 7 /3 8 ):1 -4 4 .
岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．

選定理由

　 全国的に減少が危惧さ れている 。 また、 県内の生息状況について十分

な知見が得ら れていない。

概　 　 要

　 前翅長2 0 mm前後。 前翅は暗灰褐色で、 斑紋はやや不明瞭。 後翅は

大部分が白色で、 前縁と 翅脈は暗色を帯びる。 寄主植物はク ヌ ギ、 アベ

マキ、 カ シワが知ら れる。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に、 国外

では朝鮮半島、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の島根半島で発見さ れている 。 県内の生息地の多く は低標高地

の二次林で、 市街地近く で採集さ れた例も ある。

存続を脅かす原因

　 開発などによる 、 良好な里山的環境の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

ウスズミ ケンモン
チョ ウ目ヤガ科

Acro n icta  ca rb o n a ria  ( Graeser, 1889 [ 1890] )

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
小山凜斉（ 2 0 2 2 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種の採集記録. すかし ば, 6 9 : 2 4 -2 5 .
松田隆嗣（ 2 0 1 3 ） 松江市街地で採集さ れた蛾類の記録. すかし ば, 6 0 : 1 -1 6 .
四方圭一郎・ 矢後勝也（ 2 0 2 6 ） ウスズミ ケン モン と マダラ ウスズミ ケン モンは同種の季節型. 蝶と 蛾, 7 7 (1 ): 2 5 ‒3 4 .
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選定理由

　 本州における 生息地が限定さ れる。 また、 県内で確認さ れた生息地、

個体数も わずかである。

概　 　 要

　 前翅長1 8 mm前後。 前翅は褐色で、 後縁1 /3 程度は明るい色調。 翅頂

部と 中央部に明灰褐色の斑紋を も つ。 年2 化性で、 成虫は５ ～６ 月、 ８

～９ 月に出現する。 寄主植物はムラ サキ科のチシャ ノ キ。 国内では本州

（ 中国地方西部）、 四国、 九州、 奄美大島に、 国外では中国、 ベト ナム、

ネパール、 イ ンド に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 主に、 県中西部の山地や里地の森林で生息が確認さ れている。 近年、

松江市街地近く の低山地でも 発見さ れた。

存続を脅かす原因

　 寄主植物である チシャ ノ キを含む林の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

ツク シカ ラ スヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Cally n a  co n tra cta  Warren , 1913

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
三島秀夫（ 2 0 0 3 ） 三瓶自然館に収蔵さ れている 鱗翅目： ヤガ科標本について. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1 : 2 1 -2 8 .
小山凜斉（ 2 0 2 5 ） 島根県松江市における ツ ク シカ ラ スヨ ト ウの記録. すかし ば, 7 1 : 2 5 .

選定理由

　 湿地の減少にと も ない全国的に減少し ている。 島根県では調査が不十

分であり 、 生息状況が不明である 。

概　 　 要

　 開張2 9 ー4 4 mm。 翅の色は全体的に薄い茶色で個体によ っ ては赤褐

色を帯び、 全体的に黒色鱗片が混ざる。 湿地性の蛾で、 幼虫はヨ シやミ

ク リ の茎内に食入する。 日本国内では北海道、 本州、 四国、 九州、 対馬

に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部、 県中部、 隠岐諸島（ 島後）。 ヨ シやミ ク リ が生育する 湿地的

な環境の周辺で確認さ れている。

存続を脅かす原因

　 湿地環境の消失。

（ 執筆者： 松田　 隆嗣）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）： 松田隆嗣

情報不足（ D D ）

キスジウスキヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Arch an a ra  sp a rg an ii  ( Esper, 1790) 　

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 4 1 6 pp .学研教育出版,東京.
松田隆嗣（ 2 0 1 4 ） 島根県における キスジウスキヨ ト ウの記録． すかし ば.(6 1 ):1 6 .
三島秀夫（ 2 0 2 4 ） 島根県で採集さ れた蛾数種について2 0 2 3 ． 三瓶自然館研究報告．（ 2 2 ）： 6 5 -6 7 .

選定理由

　 県内において、 生息地がき わめて限ら れる。

概　 　 要

　 開張3 9 ー4 5 mm。 触角は葉片状。 前翅は灰褐色で、 斑紋はミ ド リ ハ

ガタ ヨ ト ウBe lo s itic ta  e x te n sa  (Bu tle r , 1 8 7 9 )に似て いる が、 後縁

部に外横線にそっ た白色部分があるのが特徴的である 。成虫は年に1 回、

1 0 ～1 1 月に出現する も 、 成虫で越冬はし ない。 幼虫の寄主植物はハル

ニレ 、 オヒ ョ ウ。 国内では北海道、 本州、 九州に、 国外では台湾、 朝鮮

半島、 中国、 ロシア南東部、 サハリ ン、 シベリ ア東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の奥出雲町付近と 隠岐諸島にのみ記録がある。

存続を脅かす原因

　 雑木林を含む良好な森林環境の衰退。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 大浜祥治

情報不足（ D D ）

ハイ イ ロハガタ ヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Be lo sticta  cin e rea  ( Bu tle r, 1881) 　 　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 0 7 ） 矢野重明先生採集のヤガ2 つ． すかし ば，（ 5 5 ） :2 4 .
三島秀夫・ 門脇久志・ 大浜祥治（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅱ）． すかし ば,(6 6 ):4 9 -1 0 0 .
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選定理由

　 生息地がき わめて限定さ れる。

概　 　 要

　 開張2 1 ー2 8 mm。オス、メ スと も 触角は糸状。前翅の地色は赤紫色で、

中央部分は褐色、 その外側に銀白色の紋がある。 後翅は薄茶色で、 薄く

小紋と スジが現れる。 成虫は4 ～9 月に出現する。 低湿地や河川敷、 火

山性草原などで見ら れるが、 数は多く ないと いう 。 幼虫の寄主植物はヤ

ナギタ デ。 国内では、 北海道、 本州、 四国、 九州に、 国外では、 朝鮮半

島、 中国、 ロシア南東部に分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の大型河川周辺での採集記録が少数あるのみ。

存続を脅かす原因

　 湿地および草原環境の衰退、 消滅。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧Ⅱ類(V U )
撮影者（ 提供者）：（ 株）ウエスコ

情報不足（ D D ）

ギンモンアカ ヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Plu sil la  ro sa l ia  Stau d in ger, 1892　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
淀江賢一郎ほか（ 1 9 9 8 ） 島根県斐伊川水系の昆虫類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告， (2 ):7 -8 6 .

選定理由

　 全国的にも 産出が少なく 、 県内の生息地も 限定さ れる。

概　 　 要

　 開張2 1 ー2 3 mm。 小型のヤガ。 前翅は細長く 、 翅頂がと がる、 少し

変わっ た翅形を し ている。 前翅の地色は灰黄色で中室には黒点がある。

後翅はほぼ白色。 成虫は年に1 回の発生。 本土域で は4 ～8 月、 南西諸

島では2 月から 採集さ れている。 幼虫の寄主植物は未知。 本州（ 島根県、

千葉県）、 四国（ 香川県、 高知県）、 九州（ 福岡県、 鹿児島県） の沿岸部、

対馬、 屋久島、 奄美大島、 沖縄島、 宮古島、 西表島に分布する。 国外で

は、 朝鮮半島に分布。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では大田市と 美郷町の生息地が知ら れているだけである。 人為的

環境で、 湿地など水にまつわる場所が生息地なのかも し れない。

存続を脅かす原因

　 調査が必要である。 水辺環境の減少、 消失が考えら れる か。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 矢田猛士

情報不足（ D D ）

チビウスキヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Se sam ia  a zu m a i  ( Su g i, 1970)

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
三島秀夫（ 2 0 0 7 ） 注目すべき 島根県のガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(5 ):3 1 -3 3 .
三島秀夫（ 2 0 2 0 ） 島根県で採集さ れたガ数種について． 島根県立三瓶自然館研究報告,(1 8 ):8 3 -8 7 .

選定理由

　 人為的改変を受けやすい低標高地に生息する種である。 また、 県内の

生息状況について十分な知見が得ら れていない。

概　 　 要

　 前翅長2 7 mm前後。 前翅は灰褐色を 基調と し 、 木目模様を も つ。 年1

化性で， 成虫は初冬から 翌年の早春に、 幼虫は春から 初夏にかけて出現

する。 広食性で、 バラ 科、 マメ 科、 ナス科、 ヒ ユ科など、 さ まざまな植

物が寄主と し て記録さ れている。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州に、

国外では朝鮮半島と ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部、 中部およ び隠岐西ノ 島の平地から 低山地で発見さ れており 、 県

内全域の低標高地に広く 生息し ている 可能性がある。 県内の生息地の環

境は、 二次林、 湿地、 草原などさ まざまであるが、 いずれの場所でも 確

認さ れた個体数は少ない。

存続を脅かす原因

　 開発などによる 、 良好な里山的環境の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

アヤモク メ キリ ガ
チョ ウ目ヤガ科　

Xylen a  fu m o sa （ Bu tler, 1878）　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
小山凜斉・ 佐々木岳（ 2 0 2 3 ） 2 0 2 2 年に島根県松江市で採集し た冬夜蛾. すかし ば, 7 0 : 7 -1 0 .
三島秀夫・ 大浜祥治（ 2 0 0 9 ） 隠岐諸島の蛾類（ Ⅰ）． すかし ば，（ 5 7 ）： 4 5 -1 0 4 .
大畑純二・ 三島秀夫（ 2 0 0 0 ） 三瓶産昆虫標本目録(Ⅱ). 島根県立三瓶自然館収蔵資料目録第5 号.
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選定理由

　 県内での生息地が限定さ れ、 確認さ れた個体数も 少ない。

概　 　 要

　 前翅長1 9 mm前後。 前翅は褐色を 帯びた赤紫色で、 外縁は波状を 呈

する。 また、各横線域に紫灰色の幅広い帯、中室端に小さ な白点をも つ。

年1 化性で、 成虫は晩秋から 翌年の早春に出現する 。 幼虫期は未知。 国

内では本州、 四国、 九州に分布するが、 生息地はやや局所的。 国外では

中国に分布すると さ れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 東部、 中部、 西部の山地で発見さ れている。 県内の生息地の環境はい

ずれも 落葉樹林。

存続を脅かす原因

　 良好な森林環境の減少や消失。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 加藤巧

情報不足（ D D ）

ムラ サキミ ツボシキリ ガ
チョ ウ目ヤガ科

Eu p si l ia  u n ip u n cta  Scriba , 1919　

準絶滅危惧
（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
三島秀夫（ 2 0 0 1 ） 島根県「 春の夜蛾・ 秋の夜蛾」． すかし ば,（ 4 9 ）： 1 -7 ．
大畑純二・ 三島秀夫（ 2 0 0 0 ） 三瓶産昆虫標本目録(II). 島根県立三瓶自然館収蔵資料目録第5 号.

選定理由

　 県内での生息地がき わめて限ら れる。

概　 　 要

　 開張3 2 ー3 5 mm。 前翅は明る い橙色で、 名前のと おり 、 褐色の横線

が薄く 3 本入っ ている。 後翅は白色、少し 橙色を帯びる 。成虫は年に1 回、

1 0 ～1 1 月ごろ に発生し 、 成虫のまま越冬、 翌年4 月ごろ まで見ら れる 。

幼虫の寄主植物はク ヌ ギ、 アラ カ シ、 カ シワ。 里山の雑木林やカ シワ林

に生息する が、 分布はやや局地的。 国内では北海道、 本州、 四国、 九州

に、 国外では、 朝鮮半島、 中国、 ロシア南東部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では三瓶山での採集記録が1 例あるのみ。

存続を脅かす原因

　 雑木林、 カ シワ林などを含む里山的環境の衰退、 消失。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ミ スジキリ ガ
チョ ウ目ヤガ科

Jo d ia  se ricea  ( Bu tler, 1878 )

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
小林秀紀（ 編）（ 2 0 1 6 ） 日本の冬夜蛾． むし 社． 東京．
三島秀夫（ 2 0 0 1 ） 島根県「 春の夜蛾・ 秋の夜蛾」． すかし ば， (4 9 ):1 -7 .

選定理由

　 国内における生息地が限定さ れる。 また、 県内の生息状況について十

分な知見が得ら れていない。

概　 　 要

　 前翅長1 7 mm前後。 前翅は赤褐色を 基調と し 、 前縁は赤みを 帯びた

淡黄色、 後縁は淡黄色、 外縁は波状を呈する。 また、 各横線および各紋

の縁は淡黄色の細線から なる。 年1 化性で、 成虫は1 1 月－1 2 月ごろ に

出現する。 寄主植物を 含め、 幼虫期はまっ たく 不明である。 国内では、

本州、 四国、 九州、 対馬に分布するが、 生息地はかなり 局所的。 国外で

は、 台湾と 中国に別亜種が分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 こ れまで本州の日本海側では生息記録が見当たら なかっ た種である

が、 2 0 2 1 年に県東部の低山で発見さ れた。 生息地の環境は照葉樹二次

林で、 県外での発見例から みても 、 照葉樹林を主な生息環境と し ている

も のと 考えら れる。

存続を脅かす原因

　 良好な森林環境の減少や消失、 特に照葉樹林の荒廃。

（ 執筆者： 小山　 凜斉）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 小山凜斉

情報不足（ D D ）

サヌ キキリ ガ
チョ ウ目ヤガ科　

Elw esia  su g ii  Yo sh im oto , 1994　

ー ー
情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 . 学研教育出版, 東京.
小山凜斉・ 佐々木岳（ 2 0 2 2 ） 2 0 2 1 年に島根県松江市で採集し た冬夜蛾. すかし ば, 6 9 : 5 7 -6 0 .
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選定理由

　 県内での生息地がき わめて限ら れる。

概　 　 要

　 開張4 5 mm内外。 オス の触角は両櫛歯状、 メ ス は糸状。 前翅は紫赤

色で、 斑紋と 線と のかなり 複雑な模様を形作っ ている 。 後翅は淡褐色で

無紋。 成虫は年に1 回、 1 0 ～1 1 月に出現する。 幼虫の寄主植物は、 ヨ

モギ。 ヨ ーロッ パでは、 各種草本や木本を食べると いう 。 北海道、 利尻

島、 本州（ 中部地方以北および中国地方） に分布する。 国外では、 朝鮮

半島、中国、モンゴル、ロシア極東から ヨ ーロッ パにかけての広域分布種。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県中部の三瓶山が唯一の生息確認地。

存続を脅かす原因

　 調査が必要だが、 里山的環境の衰退、 消失が考えら れる 。

（ 執筆者： 三島　 秀夫）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 三島秀夫

情報不足（ D D ）

ムラ サキハガタ ヨ ト ウ
チョ ウ目ヤガ科

Blep h a rita  am ica  ( Treitsch ke , 1825 )

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

岸田泰則（ 編）（ 2 0 1 1 ） 日本産蛾類標準図鑑2 .学研教育出版.東京．
小林秀紀（ 編）（ 2 0 1 6 ） 日本の冬夜蛾． むし 社． 東京．
大畑純二・ 三島秀夫（ 2 0 0 0 ） 三瓶産昆虫標本目録（ Ⅱ）． 島根県立三瓶自然館収蔵目録第5 号．

選定理由

　 県内に広く 分布し ているが著し く 減少し ていると 思われる。 今後の記

録の集積が必要である。

概　 　 要

　 翅長1 0 －1 6 mm。 翅の裏が碁石を 並べている よ う な斑紋がある 。 幼

虫は笹や熊笹などに付く アブラ ムシを食べて育つ肉食性で、 成虫はアブ

ラ ムシが出す分泌物を吸う 。 発生地周辺で見ら れる が、 時には何の種か

わから ないほど激し い飛び方を する。 春から 初秋に見ら れるので年２ ～

３ 回の発生と 思われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 平地、 低山地から 山間地まで、 林周辺、 山道脇のササ類のある所で発

生する。 アブラ ムシに影響さ れ毎年発生すると は限ら ず、 また、 今まで

見なかっ た所で突然発生するこ と も あり 、 アブラ ムシを求め移動性があ

るよう で、産地は流動的である。 隠岐（ 島後） には確実な採集記録があっ

たが、 その後長く 再確認さ れていない。

存続を脅かす原因

　 開発改修、 自然遷移。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

情報不足（ D D ）

ゴイ シシジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Taraka  h am ad a （ H . Dru ce , 1875）

情報不足
（ DD）

準絶滅危惧
（ N T）

情報不足
（ DD）

●参考文献

淀江賢一郎（ 1 9 9 4 ） ゴイ シシジミ 解説及び写真．「 山陰のチョ ウたち」 p .3 4 . 山陰中央新報社．
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．

選定理由

　 情報が少ないが、 まれで衰亡し つつあると 思われる 。 今後の追加デー

タ が必要。

概　 　 要

　 翅長1 9 －2 3 mm 。 ナラ ガシワやコ ナラ がある 低山地で ６ 月頃に発生

する。 オスの翅表が青緑色をする フ ァ ボニウスの一群で、 午前９ 時頃か

ら 縄張り を張っ て飛び交う 。 オスは早朝に山頂で占有行動をと る。 メ ス

は不活発で葉陰で休んでいるこ と が多い。 ミ ド リ シジミ の仲間は似たも

のが多いが、 本種は前翅後翅の裏面に明瞭な短状があるので容易に識別

でき る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 食樹がある周辺の山林や畑が、 放置により 遷移が進行し て環境が悪化

し ている。 記録がある安来市や雲南市（ 旧木次町） でも ほと んど見ら れ

なく なっ た。 県内での生息実態について調査が待たれる。

存続を脅かす原因

　 開発や雑木林縁部の荒廃が原因と 思われる。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 高野英明

情報不足（ D D ）

オオミ ド リ シジミ
チョ ウ目シジミ チョ ウ科

Favon iu s o rie n ta l is （ M u rray, 1875）

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

中村泰士（ 1 9 6 9 ） 匹見町のミ ド リ シジミ 類-付・ 恐羅漢のウラ ジャ ノ メ について-． すかし ば,（ 4 ）： 3 -5 ．
淀江賢一郎・ 坂田国嗣・ 藤原泰樹・ 山本正志（ 2 0 0 6 ） 島根県の蝶類-島根県には何種類の蝶類がいるのか？「 新島根の生物」： 2 1 9 -2 4 5 .日本生物教育会島根大会実行委員会．
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選定理由

　 こ れまで島根県での記録は少ない。

概　 　 要

　 体長2 mm。 体の全体が赤褐色でずんぐ り し た形態のアリ 。 触角先端

部がふく ら んで長い。 頭の一部が前方に突出し 大あごは背面から ほと ん

ど見えない。 腹部の先端は体の下面に大き く 湾曲する。 照葉樹林内の腐

朽し た切り 株や土中に巣を作る。 節足動物の卵に特殊化し た食性をし め

し 、 ク モ類やムカ デ類の卵を摂食するこ と が知ら れている。 コ ロニーサ

イ ズは小さ く 、 平均5 0 個体程度の働き アリ と 1 ～数個体の女王ア リ で

コ ロニーが構成さ れる。 本州、 四国、 九州、 南西諸島に分布し 、 海外で

は台湾の記録がある。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部および西部の低地の照葉樹林や、 大径木の多い二次林の林床か

ら 採集さ れている 。

存続を脅かす原因

　 本種生息域の開発、 森林伐採による生息環境の消失・ 劣化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ダルマアリ
ハチ目アリ 科

D isco th yre a  sau te ri  Fo re l,1912

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 1 7 ） 島根県産アリ 科生態写真集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,2 0 : 1 -9 8 .
寺山　 守・ 久保田敏・ 江口克之（ 2 0 1 4 ）「 日本産アリ 類図鑑」 2 7 8 pp . 朝倉書店

選定理由

　 本州から 九州にかけて広く 分布する。 近年、 全国的に観察例が増えて

いると も 言われているが、 県内で確認さ れた生息地は限定的で、 採集例

も 少ない。

概　 　 要

　 体長1 5 －2 5 mm程度。 産卵管がき わめて長く 、 体長の1 0 倍近く に達

する。 体全体は黄赤褐色で、 腹部は暗褐色。 翅は赤みがかっ た黄色で、

前翅の3 個、 後翅に1 個の黒紋がある。 こ れまで寄主はシロ スジカ ミ キ

リ の幼虫と さ れてき たが、 ミ ヤマカ ミ キリ の蛹から 羽化し た事例が報告

さ れている｡

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市と 雲南市で採集の報告がある 。

存続を脅かす原因

　 森林伐採、 植生変化。

（ 執筆者： 宮永　 龍一）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )
撮影者（ 提供者）： 中本南

情報不足（ D D ）

ウマノ オバチ
ハチ目コ マユバチ科

Eu u ro b ra co n  yo kah am ae  ( Da lla  Torre, 1898) 　 　

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

林　 成多（ 2 0 2 2 ） 島根県雲南市における ウマノ オバチの記録． すかし ば(6 9 )： 7 0 ．
加賀玲子・ 川島逸郎・ 苅部治紀（ 2 0 1 8 ） ウマノ オバチEuu rob ra con  y ok a hma e  (Da lla  To rre , 1 8 9 8 )(In se c ta : H y menop te ra : B ra con id a e ) の生活史， 特にその寄主について．
神奈川県立博物館研究報告（ 自然科学）， (4 7 ): 5 9 -6 6 .
小山凜斉（ 2 0 2 2 ） 改訂し まねレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種の採集記録． すかし ば（ 6 9 ）： 2 4 .
三木孝人（ 2 0 2 0 ） ウマノ オバチを 松江市で採集． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 2 3 ）： 2 4 4 ．

選定理由

　 全国的にも まれな種であり 、 県内でも 1 例し か確認さ れていない。

概　 　 要

　 体長3 mm弱。 体色は赤褐色で複眼が無い。 触角の鞭節が数珠状であ

るこ と や、 大あごは側方から みて大き く 隆起し 、 大あごの内側に太い剛

毛が密生する 特異な形態を示す。 こ れまでの採集記録のほと んどは、 林

内の土壌中から 得ら れている。 コ ロニー数は少なく 、 十数個体で生活す

る例が知ら れている。 大あごの特異な形態から 特殊化し た捕食習性を示

すと 推測さ れるが、 本種も 含め、 本属の詳し い生態は不明である。 本州

の数県から 記録さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部の中国山地のブナ林で、 地上を徘徊し ていた個体が採集さ れて

いる。

存続を脅かす原因

　 生息地域周辺の開発等による森林の消失や、 森林土壌の乾燥などの生

息環境の悪化。

（ 執筆者： 福井　 修二）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

キバジュ ズフ シアリ
ハチ目アリ 科

Pro tan il l a  izan a g i Terayam a,2013

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

緒方一夫（ 1 9 8 8 ） 島根県匹見地方のアリ 類． 中国昆虫， 2 ： 1 9 ．
久末　 遊・ 橋爪拓斗（ 2 0 2 3 ） 長野県から  So il W a sh in g  によ っ て採集さ れたキバジュ ズフ シアリ ． ARI  蟻， 4 4 ： 4 9 -5 2 ．
寺山　 守・ 久保田敏・ 江口克之（ 2 0 1 4 ）「 日本産アリ 類図鑑」 2 7 8 pp . 朝倉書店
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選定理由

　 既知の生息地が限定的で、 生息環境も 人為的影響を 受けやすい。

概　 　 要

　 体長3 0 －3 5 mm。 体色は全身黒色で、 翅も 暗褐色。 成虫は夏季に出

現し 、 草のまばら な山道や更地、 人家の庭などの平坦な裸地に単独で穴

を掘っ て営巣し 、 と き にまと まっ たコ ロニーを形成する。 幼虫の餌と し

ても っ ぱら 森林性のハネナシコ ロギス（ バッ タ 目コ ロ ギス科） を獲物と

するため、営巣地の周辺には森林環境が存在するこ と も 生息条件と なる。

国内では本州、 四国、 九州に分布するが、 いずれの地域も 生息地は限定

的である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部と 中部の山間地で生息が確認さ れ、 県中部では集団営巣地も 確

認さ れている。

存続を脅かす原因

　 森林に隣接し た営巣に適し た裸地の消失。

（ 執筆者： 皆木　 宏明）
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